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はじめに

『Oracle Site Studioのマネージメント』には、コンテンツ・サーバー・インタフェースで実行できるOracle Site Studioのすべてのタスクについての情報が記載されています。管理タスク(サイトのレプリケート、サイトのバックアップなど)およびサイト・デザイナが承認するサイトの管理に関連するタスク(セクションの追加、プライマリおよびセカンダリ・ページの割り当てなど)が含まれます。


対象読者

このドキュメントは、Oracle Site Studioで管理している、組織のWebサイトの管理担当者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Site Studioドキュメント・セットの次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Site Studio Contributorの使用


	
Oracle Site Studio Designerの使用


	
Oracle Site Studio Publisherの使用


	
Oracle Site Studioのテクニカル・リファレンス








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 概要

Oracle Site Studioは、強力で柔軟なWeb開発アプリケーション・スイートです。このスイートでは、エンタープライズ規模のWebサイトを包括的な方法で設計、構築および管理できます。従来のHTMLエディタおよびスクリプト・エディタとは異なり、Site StudioではWebサイト作成とコンテンツ管理を一元的に行うことができます。

Oracle Site StudioにはWebサイトの開発および管理プロセスに対して、異なるサイト・ロール(設計者、コントリビュータ、マネージャ、管理者)に合せたアプリケーション、管理しやすいサイト階層、再利用可能なサイト・アセットとコンテンツ、フラグメント、編集可能なサイト・リージョンなどの、いくつかの概念が導入されています。これらの概念を組み合せて使用することによって、企業規模のWebサイトを作成し、かつ、このような規模のWebサイトで一般的に発生する公開時のボトルネックを回避できます。

次の各項で、Oracle Site Studioについてさらに詳しく説明します。

	
「Oracle Site Studioソフトウェア・スイート」


	
「Oracle Site Studioユーザー」


	
「Oracle Site Studio公開モデル」


	
「Oracle Site Studio管理」






1.1 Oracle Site Studioソフトウェア・スイート

Oracle Site Studioは数多くの部分にわかれており、コンテンツ・サーバー上で動作する部分もあれば、クライアント・コンピュータ上で動作する部分もあります。各部分は、組織がタイムリかつシームレスにWebサイトを作成、管理および配布できるように使用されます。組織は、サイトを担当する個別のユーザーに対するロールを作成および変更できます。

このことに対処するため、Oracle Site Studioは次の各部分で構成されています。


	Oracle Site Studio製品	説明
	コンテンツ・サーバー・コンポーネント	このコンポーネントは、他のどのコンポーネントよりも先にコンテンツ・サーバーにインストールする必要があります。Webサイトが機能するには、このコンポーネントが必要です。多数のサーバー側機能を備えられています。このコンポーネントは、(Designerなどの)クライアントおよびサイトの他の部分と通信します。
また、サイト管理者がWebサイトの管理タスクを実行するために使用するOracle Site Studio管理インタフェースも備えられています。「Oracle Site Studio管理」を参照してください。


	Oracle Site Studio Designer	ページ・テンプレートの定義や編集可能なページ・リージョンの設定などサイト設計者がWebサイトを作成および設計できる開発環境を提供するクライアント側アプリケーション。詳細は、『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照してください。
	Oracle Site Studio Manager	セクションの追加と削除、セクションに割り当てるページ・テンプレートの変更、サイト・プロパティの変更などサイト・マネージャがサイト階層に変更を加えることができる環境を提供するWebベースのアプリケーション。詳細は、「Oracle Site Studio Managerの使用」を参照してください。
	Oracle Site Studio Contributor	サイト・コントリビュータが既存のWebサイトでWebページを追加および編集できるコンテキスト内編集環境を提供するクライアント側アプリケーション。詳細は、「Oracle Site Studio Contributorの使用」を参照してください。






これらのアプリケーションはそれぞれ独立したアプリケーションですが、相互に緊密に統合されています。Designerで実行したタスクはManagerおよびContributorに影響を与え、Managerで実行したタスクはContributorに影響を与えます。Managerのユーザーは、Contributorを使用することもあります。






1.2 Oracle Site Studioユーザー

Oracle Site Studioには、3タイプのユーザーがWebサイトを作成およびメンテナンスできる環境が備えられています。

	
設計者: Web管理者またはWeb開発者であり、サイトの作成、ページ・テンプレートの設計、フラグメントの追加と編集、編集または管理が可能なサイト領域の設定などを行います。


	
マネージャ: 部門の責任者であり、サイトの構造、セクションの変更、領域の作成、ページ・テンプレートの再割当てを行います。


	
コントリビュータ: マーケティング・チームまたは販売チームのメンバーであり、サイトに表示されるコンテンツの追加と編集を行います。




一般的に、1人の設計者は複数のマネージャとともに作業し、各マネージャは1人以上のコントリビュータとともに作業します。また、設計者の方針によっては、設計者が最初にマネージャにサイトを渡し、そのマネージャがサイト階層を構築してコンテンツの格納場所を決定する場合もあります。この場合、サイト・ページのコンテンツの更新(または作成)の開始は、マネージャがコントリビュータに通知します。




	
注意:

組織の規模と構造に応じて、1人が複数のロールを持つことができます。







これら3つのOracle Site Studioロール以外に、サイトへのWebアドレスの割当て、サイトのバックアップ、サイトのレプリケートなどを担当するサイト管理者を区別することもできます。これらすべての管理タスクはコンテンツ・サーバーで実行されます。






1.3 Oracle Site Studio公開モデル

Oracle Site Studioは、設計者、マネージャ、コントリビュータの3ユーザー・モデルに基づいて設計されています。設計者はサイトを作成し、マネージャはサイトを管理し、コントリビュータはサイトにコンテンツを追加および編集します。このモデルは、組織がサイトを迅速かつ効率的に稼働させ、運営するのに役立ちます。また、このモデルにより、組織内のユーザーは、大規模なWebサイトに伴うボトルネックなしにコンテンツを迅速に更新できます。

実行されるタスクのサマリーおよび各タスクの実行に使用されるアプリケーションを次に示します。

	
ステップ1: Designerでのサイトの作成


	
ステップ2: Managerでのサイトの管理


	
ステップ3: Contributorでのコンテンツの追加および編集


	
ステップ4: 完成したWebサイトのプレビューおよび配信



	
注意:

組織では、ニーズに応じて、このモデルに従うことも、独自の公開モデルを作成することもできます。










1.3.1 ステップ1: Designerでのサイトの作成

サイトの設計者は、このプロセスの最初の作業として、サイトをホストするサーバーへのサイト接続、サイト名およびサイト・アドレスを作成します。次に、サイト・アセット(プレースホルダ、ページ・テンプレート、要素定義など)を定義し、これらのアセットに基づき、サイト階層の作成(この作業をマネージャに委ねる場合を除く)などのサイト構築作業を実行します。これらの作業はすべてOracle Site Studio Designerで行います。


図1-1 Designerアプリケーション

[image: Designerアプリケーションのビュー]



完了後、設計者はサイト・マネージャおよびサイト・コントリビュータに対して、サイトの作成が完了し、管理と編集が必要になったことを通知します。設計者は管理や編集のため、サイトのコントリビュータ専用セクションに説明を配置したり、ワークフローを使用する、より正規のプロセスを導入したり、組織の標準的な手続きに従って他の方法を採用できます。




	
注意:

Oracle Site Studio Designerアプリケーションの詳細は、『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照してください。












1.3.2 ステップ2: Managerでのサイトの管理

マネージャがサイトにアクセスする段階では、ほとんどのサイト設計(具体的にはサイト・ページのルック・アンド・フィール)が完了している必要があります。マネージャは、定義されたサイト階層をレビューおよび変更(設計者が階層を設定することを選択した場合)したり、セクションを追加および変更したり、テンプレートをサイト・ページに割り当てたり、一部のサイト・プロパティを設定できます。これらのタスクはすべてOracle Site Studio Managerで実行します。


図1-2 Managerアプリケーション

[image: Managerアプリケーションのスクリーンショット]



Site Studio管理は、サイト設計者の設定に応じて、サイトのすべてのページで使用できる場合と、サイトの専用セクションでのみ使用できる場合とがあります。コンテンツ・サーバー・ユーザー・インタフェースのOracle Site Studio管理ページから開くこともできます。

完了後、マネージャは1人以上のコントリビュータに対して、サイトのコンテンツの追加および編集を開始するよう通知します。マネージャは、これらの指示をサイトのコントリビュータ専用セクションで通知できますが、ワークフローを使用する、より正規のプロセスを導入したり、組織の標準的な手続きに従って他の方法を採用できます。




	
注意:

Oracle Site Studio Managerアプリケーションの詳細は、第2章「Webサイトの管理」を参照してください。












1.3.3 ステップ3: Contributorでのコンテンツの追加および編集

コントリビュータが作業を開始する時点では、サイト階層全体でコンテンツに対する準備が整っていることが必要です。コントリビュータは、サイトの各ページに表示されるコンテンツの追加および編集を実行します。具体的には、テキスト、グラフィック、リスト、ページへのリンクなどを操作します。このような作業は、すべてOracle Site Studio Contributorで行います。


図1-3 Contributorアプリケーション

[image: Contributorアプリケーションのスクリーンショット]



サイト設計者およびサイト・マネージャによるサイトの設定に応じて、コントリビュータの作業環境はページごと、またはWebサイトごとに異なります。コントリビュータはContributorアプリケーションのみで作業するか(コントリビュータ・データファイルを編集する場合)、またはサードパーティ・アプリケーションで作業します(ネイティブ・ドキュメントを扱う場合)。また、Oracle Site Studio Contributorでいくつかのオプションが有効または無効になっている場合があります。

完了後、コントリビュータは他のコントリビュータやレビューアにページの追加または編集が完了したことを通知します。このような連絡には、コントリビュータ専用セクションを使用したり、ワークフローを使用する正規のレビュー・プロセスに従ったり、組織の標準的な手続きに従って他の方法を使用します。




	
注意:

Oracle Site Studio Contributorアプリケーションの詳細は、「Oracle Site Studio Contributorの使用」を参照してください。












1.3.4 ステップ4: 完成したWebサイトのプレビューおよび配信

全員の作業が完了した後、最終的なWebサイトを本番環境に移行できます。サイトをユーザーに配信するためには、サイト専用サーバーにレプリケートする必要がある場合があります。


図1-4 公開版のWebページ

[image: 消費モードでの最終Webページのスクリーンショット。]









1.4 Oracle Site Studio管理

Designerアプリケーション、ManagerアプリケーションおよびContributorアプリケーションを使用してサイトを作成および管理するのみでなく、Oracle Content Serverインタフェース内からいくつかの管理タスクを実行できます。たとえば、サイトの開始と停止、デフォルトのメタデータのプロジェクト・ファイルへの割当て、フラグメント・ライブラリの管理、サイトのレプリケート、サイトのバックアップとリストアなどです。

これらのタスクは、Oracle Content ServerインタフェースのOracle Site Studio管理ページから実行します。このページを開くには、次の手順を実行します:

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。





図1-5 Oracle Site Studio管理ページ

[image: コンテンツ・サーバーの管理ページのスクリーンショット。]



Oracle Site Studio管理ページでは、次のオプションが使用可能です。


	要素	説明
	Webサイトの管理	Webサイトの管理ページを開きます(「Webサイトの管理ページ」を参照)。このページでは、各サイトの表示、ナビゲーションの更新、サイト・レポートの表示、サイトの停止と開始、およびサイトの再ロードを行うことができます。
詳細は、第2章「Webサイトの管理」を参照してください。


	Webサイト・アドレスの管理	Webサイト・アドレスの管理ページを開きます(「Webサイト・アドレスの管理ページ」を参照)。このページでは、Webサイトを指すドメイン・アドレスを追加できます。
詳細は、第3章「Webサイト・アドレスの管理」を参照してください。


	フラグメント・ライブラリの管理	フラグメント・ライブラリの管理ページを開きます(「フラグメント・ライブラリの管理ページ」を参照)。このページでは、必要に応じて、フラグメント・ライブラリをデプロイしたり、JSPサポートを構成できます。
詳細は、第4章「フラグメント・ライブラリの管理」を参照してください。


	デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定	プロジェクトのデフォルト・ドキュメント情報の設定ページを開きます(「プロジェクトのデフォルト・ドキュメント情報の設定ページ」を参照)。このページでは、(Designerで作成された)新規のプロジェクト・ファイルに割り当てるデフォルト・メタデータを指定できます。
詳細は、第5章「デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定」を参照してください。


	サイト・レプリケーションの管理	サイト・レプリケーションの管理ページを開きます(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。このページでは、異なるコンテンツ・サーバー間でサイトをレプリケートできます。
詳細は、第6章「サイト・レプリケーションの管理」を参照してください。


	バックアップとリストア	バックアップとリストア・ページを開きます(「バックアップとリストア・ページ」を参照)。このページでは、Webサイトのバックアップの作成、およびWebサイトのバックアップからのリストアを行うことができます。
詳細は、第7章「Webサイトのバックアップとリストア」を参照してください。


	一般コンポーネント情報	一般コンポーネント情報ページを開きます(「一般コンポーネント情報ページ」を参照)。このページでは、サイトの有用な情報(バージョン、Site Studio固有のメタデータ、ディレクトリ・パスなど)を表示できます。
詳細は、第8章「一般コンポーネント情報」を参照してください。








Oracle Site Studio管理ページは、コンテンツ・サーバーの「管理」セクションまたはDesigner (Oracle Site Studio管理オプション)のプレビュー・アイコン・メニュー(図1-6)を使用して開くことができます。


図1-6 Oracle Site Studio Designerのプレビュー・アイコン

[image: プレビュー]












 
2 Webサイトの管理

コンテンツ・サーバー・インタフェースには、Oracle Site Studio Webサイトの管理に役立ついくつかのオプションがあります。定義されているWebサイトの可用性を制御し、これらのWebサイトのナビゲーションを更新し、Webサイトを開始および停止し、サイト・レポートを生成できます。さらに、Managerアプリケーションを起動して、サイト階層の変更、セクションの追加および削除、サイト・ページへのテンプレートの割当て、およびサイト・プロパティの設定を行うことができます。


概念

	
「Webサイトの管理について」





タスク

	
「Webサイトの表示」


	
「Webサイト・ナビゲーションの更新」


	
「Webサイト・オブジェクト・レポートの表示」


	
「Oracle Site Studio Managerの使用」


	
「Webサイトの開始と停止」


	
「Webサイトの再ロード」


	
「オンデマンドWebサイト」






2.1 Webサイトの管理について

コンテンツ・サーバー・インタフェースには、Oracle Site Studio Webサイトの管理に役立ついくつかのオプションがあります。管理タスクはコンテンツ・サーバーのWebサイトの管理ページで実行されます(「Webサイトの管理ページ」を参照)。定義されているWebサイトの可用性を制御し、これらのWebサイトのナビゲーションを更新し、Webサイトを開始および停止し、サイト・レポートを生成できます。さらに、このページからManagerアプリケーションを起動して、サイト階層の変更、セクションの追加および削除、サイト・ページへのテンプレートの割当て、およびサイト・プロパティの設定を行うことができます。






2.2 Webサイトの表示

Webサイトの管理ページに一覧表示されているWebサイトはすべて、Webブラウザでロードおよび表示できます。管理対象Webサイトを表示するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「Webサイトの管理」をクリックします。

Webサイトの管理ページが表示されます(「Webサイトの管理ページ」を参照)。


	
リストから表示するWebサイトを選択して、「Webサイトの表示」をクリックします。


	
Webサイトが、同じブラウザ・ウィンドウまたはタブに開きます。









2.3 Webサイト・ナビゲーションの更新

サイト・マネージャは、ディレクトリとサブディレクトリを追加および削除したり、ディレクトリをWebサイトの他の領域に移動するなど、Webサイトの構造を変更できます。サイト構造を変更した場合は、すべてのサイト・ナビゲーションを更新(再構築)する必要があります。

Webサイトのナビゲーションを更新するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「Webサイトの管理」をクリックします。

Webサイトの管理ページが表示されます(「Webサイトの管理ページ」を参照)。


	
ナビゲーションを更新するWebサイトを選択して、「ナビゲーションの更新」をクリックします。

Webサイトのナビゲーションが更新されます。進行状況は示されませんが、プロセスが完了するとページが自動的にリフレッシュされます。









2.4 Webサイト・オブジェクト・レポートの表示

Webサイト・オブジェクト・レポートには、Webサイトの各部分の使用アクティビティが詳細に表示されます。設計者によって実装されたら、サイト・マネージャはWebサイト・レポートを使用できます。

Webサイトのオブジェクト・レポートを表示するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「Webサイトの管理」をクリックします。

Webサイトの管理ページが表示されます(「Webサイトの管理ページ」を参照)。


	
レポートを表示するWebサイトを選択して、「Webサイト・オブジェクト・レポートの表示」をクリックします。

Webサイト・オブジェクト・レポート・ページが表示されます(「Webサイト・オブジェクト・レポート・ページ」を参照)。


	
「オブジェクト」カテゴリのいずれかをクリックすると、そのカテゴリ固有のレポートが表示されます。









2.5 Oracle Site Studio Managerの使用

Oracle Site Studio Managerアプリケーションは、アプリケーションを使用してサイト管理タスクを実行する、指定されたユーザーが使用できます。

	
「セクションの追加」


	
「セクションの削除」


	
「セクションの移動」


	
「セクション・プロパティの編集」


	
「セクションの名前変更」


	
「Webサイトでのセクションの表示または非表示」


	
「コントリビュータ専用としてのセクションの指定」


	
「エラー・ハンドラとしてのセクションの指定」


	
「セクションまたはページに関連付けられているURLの変更」


	
「セクションの最大保持時間の変更」


	
「カスタム・プロパティの変更」


	
「ページ・テンプレートのプレビュー」


	
「セクションへのプライマリ・ページの割当て」


	
「セクションへの外部URLの割当て」


	
「セクションへのセカンダリ・ページの割当て」


	
「セクションからのページ・テンプレートの削除」


	
「ページ・テンプレートのコンテンツ情報ページを開く」






2.5.1 サイト・マネージャの起動

Oracle Site Studio ManagerアプリケーションはOracle Content Serverインタフェースからアクセスできますが、サイト設計者はWebサイトからManagerアプリケーションにアクセスすることもできます。後者の方法の詳細は、『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照してください。Oracle Content Serverからサイト・マネージャを起動するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「Webサイトの管理」をクリックします。

Webサイトの管理ページが表示されます(「Webサイトの管理ページ」を参照)。


	
管理するWebサイトを選択して、「サイトの管理」をクリックします。

サイトの管理ページが表示されます(「サイトの管理ページ(Oracle Site Studio Manager)」を参照)。









2.5.2 セクションの追加

サイト階層からまたは「セクション」タブで、Webサイトにセクションを追加できます。Webサイトにセクションを追加するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
セクションを追加するサイト階層内のセクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層内の選択したセクションでマウス・カーソルを右クリックして、「新規セクションの追加」を選択します。


	
「セクション」タブで「追加」をクリックします。

「新規セクションの追加」ダイアログが表示されます(図2-1)。





図2-1 「新規セクションの追加」ダイアログ

[image: 「新規セクションの追加」ダイアログのスクリーンショット。]



	
セクションに次の情報を入力します。

	
ラベル: セクションのラベルを入力します。ラベルは、サイト階層と、Webサイトのナビゲーション・メニューに表示されます。


	
URL: デフォルトURLは、セクション・ラベルから空白を取り除いたものです。自動入力されているものとは別のものにする場合は、URLを入力します。URLの値に、空白または特殊文字を含めることはできません。URLの値は、Webアドレスのそのセクションを表すものです(たとえば、アドレスhttp://www.mysite.com/product1/index.htmでは、URLの値は"product1"です)。また、この値は、このセクションへのパスベースのすべてのリンクでも使用されます。


	
セクションID: Oracle Site Studioでセクションが識別される方法を選択します。

	
セクションIDの自動生成: IDはOracle Site Studioによって自動的に生成されます。


	
セクションIDの手動入力: ユーザーがセクションに独自のIDを指定します。(セクションIDは、コンテンツ・サーバー内で一意である必要があります。)






	
注意:

セクションID (ノードIDとも呼ばれます)は、このセクションをターゲットとするすべてのIDベースのリンクで使用されます。









	
「OK」をクリックしてダイアログを閉じて、サイト階層にセクションを追加します。




サイト階層にセクションを追加したら、「セクション」タブでプロパティに変更を加えることができます(「サイト・プロパティの編集」を参照)。サイト階層に追加したセクションは、選択してサイト・ナビゲーションに含めるまで、Webサイトには表示されません(「Webサイトでのセクションの表示または非表示」を参照)。






2.5.3 セクションの削除

サイト階層からセクションを削除して、Webサイトに表示されないようにできます。セクションを削除するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
削除するサイト階層内のセクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層内の選択したセクションでマウス・カーソルを右クリックして、「このセクションを削除」を選択します。


	
「セクション」タブで「削除」をクリックします。





	
確認メッセージには「OK」をクリックします。




少し遅れて、サイト階層からセクションが削除されます。




	
注意:

セクションを削除しても、そのセクションに関連付けられていたコンテンツ(ページ、テンプレート、フラグメント、グラフィックなど)はコンテンツ・サーバーに残り、Webサイトに関連付けられています。












2.5.4 セクションの移動

サイト階層内のセクションの順序を変更できます。これは、Webサイトでどのように表示されるかに影響します。セクションを削除するには、サイト階層内でドラッグ・アンド・ドロップする方法とMoveコマンドを使用する方法の2つの方法があります。


ドラッグ・アンド・ドロップによるセクションの移動

サイト階層内でセクションをドラッグ・アンド・ドロップして移動するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層でセクションをクリックして、移動するサイト階層内の場所までドラッグします。


	
マウス・ボタンを放すと、セクションをどこに配置するかを尋ねるコンテキスト・メニューが表示されます。

	
セクション[名]の前に移動


	
セクション[名]の後に移動


	
セクション[名]の中に移動





	
適切な相対的な場所を選択します。セクションの中に移動を選択した場合、セクションは選択したセクションのサブセクションになります。




少し遅れて、サイト階層にセクションが表示されます。


Moveコマンドを使用したセクションの移動

Moveコマンドを使用してセクションを移動するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
移動するサイト階層内のセクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層内の選択したセクションでマウス・カーソルを右クリックして、「このセクションの移動」を選択します。


	
「セクション」タブで「移動」をクリックします。




「セクションの移動」ダイアログが表示されます。


	
セクションを移動するサイト階層内の場所を選択し、適切な相対的な場所を選択します。

	
前


	
後


	
子




「子」を選択した場合、セクションは選択したセクションのサブセクションになります。


	
作業を終了後、「OK」をクリックします。




少し遅れて、サイト階層にセクションが表示されます。






2.5.5 セクション・プロパティの編集

「セクション」タブで、サイト階層内の選択したセクションのプロパティを表示および編集できます。次のプロパティを表示または変更できます。

	
セクションID: これは、サイト階層(およびコンテンツ・サーバー)内でセクションを一意に識別するセクションIDです。このIDを変更すると、このセクションをターゲットとするリンクが壊れることがあるため、このフィールドは通常は無効になっています。


	
セクション・ラベル: セクションの名前です。この名前は、サイト階層と、Webサイトのナビゲーション・メニューに表示されます(ただし、URL内に表示されるとはかぎりません)。セクション・ラベルは必要に応じて変更できます。詳細は、「セクションの名前変更」を参照してください。


	
ナビゲーションに含める このチェック・ボックスを選択すると、セクションはWebサイトのナビゲーション・メニューにリンクとして表示されます。詳細は、「Webサイトでのセクションの表示または非表示」を参照してください。


	
コントリビュータのみ:このチェック・ボックスを選択すると、セクションはサイトがコントリビューション・モードで表示される場合にのみ表示されます。このことは、たとえば、コントリビュータと直接通信する場合や、コンテンツをパブリックに使用可能にする前にプレビューする場合などに便利です。詳細は、「コントリビュータ専用としてのセクションの指定」を参照してください。


	
URLディレクトリ名: これは、サイトURL内に表示されるセクションのディレクトリ名です。たとえば、アドレスhttp://www.mysite.com/product1/index.htmの場合、URLディレクトリ名は"product1"です。また、この値は、このセクションへのパスベースのすべてのリンクでも使用されます。デフォルトでは、URLディレクトリ名はセクション・ラベルと同じですが、必要に応じて別の値を使用できます。名前に空白および特殊文字は使用できません。詳細は、「セクションまたはページに関連付けられているURLの変更」を参照してください。


	
URLページ名: これは、Webサイト・アドレスの(このセクションに関連付けられている)プライマリ・ページを示すURLです。URLページ名を指定しない場合、"index.htm"がプライマリ・ページを示すために使用されます。詳細は、「セクションまたはページに関連付けられているURLの変更」を参照してください。


	
最大保持時間: これは、このセクションのWebサイト・ページがキャッシュに保持される最大時間(秒)です。これにより、Oracle Site Studio Webサイトのパフォーマンスとセキュリティが向上します。詳細は、「セクションの最大保持時間の変更」を参照してください。









2.5.6 セクションの名前変更

ラベルおよび他の関連情報を変更することで、サイト階層内のセクション名を変更できます。これらの設定は、「セクション」プロパティで変更できます。

セクションの名前を変更するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、名前またはURL(あるいはその両方)を変更するセクションを選択します。


	
「セクション」タブで「セクション・ラベル」に値を入力します。このラベルは、サイト階層と、Webサイトのナビゲーション・メニューに表示されます。


	
セクションに使用したパスを変更するには、「URLディレクトリ名」に入力します。名前に空白および特殊文字は使用できません。「セクションまたはページに関連付けられているURLの変更」を参照してください。


	
キーボードで[Enter]キーを押すか、Manager内の別の場所をクリックします。









2.5.7 Webサイトでのセクションの表示または非表示

表示されないように選択した場合を除いて、サイト階層内の各セクションは、Webサイトのナビゲーション・メニューにリンクとして表示されます。次に、サイト・ナビゲーションにセクションを表示しない理由をいくつか示します。

	
新規コンテンツの導入: Webサイトにセクションまたはページ・テンプレートを導入する際、編集およびテストが完了するまで公に表示されないようにすることができます。そのための1つの方法は、サイト・ナビゲーションに含めないことです。

コンテンツを非表示にするもう1つの方法は、セクションをコントリビューション・モードでのみ表示できるようにするか(「コントリビュータ専用としてのセクションの指定」を参照)、ワークフローを使用する方法です。


	
検索結果ページ: Oracle Site StudioのWebサイトで検索機能を使用する際、設計者は検索結果ページが表示されるセクションを指定します。ただし、このセクションは検索以外のことを表示することは意図していないため、サイト・ナビゲーションでは非表示にする必要があります。


	
カスタム・エラー・ページ: Oracle Site Studioのカスタム・エラー機能を使用する場合、設計者はカスタム・エラー・ページが表示されるセクションを指定します。ただし、このセクションはエラー・メッセージの受信以外のことを表示することは意図していないため、サイト・ナビゲーションでは非表示にする必要があります。詳細は、「エラー・ハンドラとしてのセクションの指定」を参照してください。




デフォルトでは、作成したセクションはサイト・ナビゲーションには含められないため、リンクとしてWebサイトに自動的に追加されることはありません。サイト・ナビゲーションに含めるには、明確にマークする必要があります。サイト階層内のセクションの可視性ステータスは、アイコン(図2-2)で示されます。


図2-2 セクションの表示/非表示アイコン

[image: セクションの表示/非表示アイコン]



Webサイトでセクションを表示または非表示にするには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
表示または非表示にするサイト階層内のセクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層内の選択したセクションでマウス・カーソルを右クリックして、「セクションをナビゲーションに含める」を選択またはクリアします。


	
「セクション」タブで「ナビゲーションに含める」チェック・ボックスを選択またはクリアします。







少し遅れて、サイト階層内のセクション・アイコンが、可視性ステータスを反映して更新されます(図2-2)。






2.5.8 コントリビュータ専用としてのセクションの指定

サイトがコントリビューション・モードで表示される場合にのみ、サイトのセクションが表示されるように指定できます。コントリビューション専用セクションを作成することは、たとえば、コントリビュータと直接通信する場合や、コンテンツを公に使用可能にする前にプレビューする場合などに便利です。

セクションをコントリビューション専用として指定するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、コントリビューション専用として指定するセクションを選択します。


	
「セクション」タブで「コントリビュータのみ」チェック・ボックスを選択します。




コントリビューション・モードでのみ表示される場合でも、サイト・ナビゲーションにセクションが含まれていることの確認が必要な場合があります(「Webサイトでのセクションの表示または非表示」を参照)。






2.5.9 エラー・ハンドラとしてのセクションの指定

様々な状況で、サイトの訪問者またはコントリビュータに、コンテンツ・サーバーで生成されたエラー・メッセージが表示される場合があります。ユーザーにエラー・メッセージが表示されるのは一般に、ファイルがリクエストされているセクションにセカンダリ・ページがない場合や、サイトからファイル(コントリビュータ・データ・ファイルまたはネイティブ・ドキュメント)が削除されているがハイパーリンクがそのファイルを指している場合などです。これらのタイプのエラーが表示されるのを防ぐために、サイトの設計者はカスタム・エラー・ページを作成できます。マネージャ(または設計者)はサイトのセクションがエラー・ハンドラとして機能するように指定し、そのセクションにエラー・ページを割り当てることができます。

セクションをエラー・ハンドラとして指定するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
エラー・ハンドラとして指定するサイト階層内のセクションを選択し、次のいずれかを実行します。

	
サイト階層内の選択したセクションでマウス・カーソルを右クリックして、「セクションをエラー・ハンドラとして設定」を選択します。


	
「セクション」タブで「エラー・ハンドラ」リンクをクリックします。





	
少し遅れて、サイト階層内のセクション・アイコンが、エラー・ハンドラとしてのステータスを反映して更新されます(図2-3)。


図2-3 エラー・ハンドラ・アイコン

[image: エラー・ハンドラ]



	
指定されたエラー・ハンドラ・セクションがサイト階層内で選択されていることを確認し、「ページ・テンプレート」タブを開きます。


	
「ページ・テンプレートのプレビュー」の横で、カスタム・エラー・ページのページ・テンプレートを選択して「適用」をクリックします。




セクションをエラー・ハンドラとして指定したら、そのセクションをサイト・ナビゲーションに含めないでください(「Webサイトでのセクションの表示または非表示」を参照)。




	
注意:

Managerでは、ホーム・ページをエラー・ハンドラ・ページとして設定できます。Designerではこれを行うことはできません。また、Designerで取り消すことはできません。












2.5.10 セクションまたはページに関連付けられているURLの変更

セクション(またはページ)に関連付けられているURLは、このセクションを完全なWebアドレスで表したものです。たとえば、アドレスhttp://www.mysite.com/product1/index.htmでは、セクションに関連付けられているURLは"product1"で、ページに関連付けられているURLは"index.htm"です。この値は、このセクションへのパスベースのすべてのリンクでも使用され、空白や特殊文字を含めることはできません。

セクションまたはページに関連付けられているURLを変更するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、名前またはURL(あるいはその両方)を変更するセクションを選択します。


	
「セクション」タブが開かれていることを確認します。

Webサイト・アドレスのこのセクションを表すURLを変更するには、「URLディレクトリ名」に入力します。デフォルトでは、URLディレクトリ名はセクション・ラベルと同じですが、必要に応じて別の値を使用できます。

Webサイト・アドレスの(このセクションに関連付けられている)プライマリ・ページを表すURLを変更するには、「URLページ名」に入力します。URLページ名を指定しない場合、"index.htm"がプライマリ・ページを示すために使用されます。


	
キーボードで[Enter]キーを押すか、Manager内の別の場所をクリックします。







	
注意:

セカンダリ・ページに使用される名前は、表示されるファイル(コントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメント)のコンテンツID (dDocName)です。この値の変更についての情報は、サイト設計者にお問合せください。












2.5.11 セクションの最大保持時間の変更

Oracle Site Studio Webサイトのパフォーマンスとセキュリティを向上させる1つの方法は、サーバーにリバース・プロキシ・キャッシュを実装することです。サーバーとユーザーの間にキャッシュを配置することで、ビジー状態になる可能性のあるサーバーにかかる負荷を削減できます。組織にこのような設定がある場合は、Managerを使用して、特定のページがキャッシュに残される最大時間を指定できます。

セクションの最大保持時間を変更するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、最大保持時間を変更するセクションを選択します。


	
「セクション」タブが開かれていることを確認します。

「最大保持時間」に値を(秒単位で)入力します。最大保持時間を指定しない場合、ファイルは永久にキャッシュに残ります。


	
キーボードで[Enter]キーを押すか、Manager内の別の場所をクリックします。









2.5.12 カスタム・プロパティの変更

サイトにカスタム・プロパティが含まれる場合、Managerに追加の「カスタム・プロパティ」タブが表示されます。これらのプロパティはサイトの設計者により作成され、通常、この特定サイトまたはコンテンツ・サーバー上の関連サイトに適用されます。サイト・マネージャは、セクション・プロパティの追加や削除はできず、値の編集のみ可能です。

カスタム・プロパティを使用すると、サイトの各セクションに異なる値を指定できるため、サイトでそのセクションがどのように表示されるか、またはどのように機能するかに影響します(設計者は、これらの値を読み取って特定コマンドを実行するフラグメントを作成できます)。

カスタム・プロパティを変更するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、カスタム・プロパティを表示または変更するセクションを選択します。


	
「カスタム・プロパティ」タブを開きます。


	
各カスタム・プロパティに必要な値を入力します。


	
キーボードで[Enter]キーを押すか、Manager内の別の場所をクリックします。







	
注意:

カスタム・プロパティの適切な使用方法については、サイト設計者に問い合せてください。












2.5.13 ページ・テンプレートのプレビュー

サイトを管理する際、頻繁に実行するタスクはページ・テンプレートのプレビューです。ページ・テンプレートのプレビューは、セクションに最適なページ・テンプレートの決定、サイト階層またはセクション・プロパティに対する変更のプレビューなどに便利です。

ページ・テンプレートをプレビューするには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
プライマリ・ページをプレビューするには、「ページ・テンプレート」タブを開きます。

セカンダリ・ページをプレビューするには、「セカンダリ・ページ・テンプレート」タブを開きます。


	
「ページ・テンプレートのプレビュー」の横で、メニューをクリックして必要なページ・テンプレートを選択します。

選択したページ・テンプレートが「プレビュー」領域に表示されます。









2.5.14 セクションへのプライマリ・ページの割当て

サイト階層の各セクションには、そのセクションのデフォルト・ページ(または最初のページ)として機能するプライマリ・ページ(または外部URL)を含める必要があります。各セクションに一意のページ・テンプレートを割り当てるか、複数のセクションで同じページ・テンプレートを再利用できます。

セクションにプライマリ・ページを割り当てるには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、プライマリ・ページを割り当てるセクションを選択します。


	
「ページ・テンプレート」タブを開きます。


	
「ページ・テンプレートのプレビュー」の横でメニューをクリックして、リストから必要なページ・テンプレートを選択します。


	
「適用」をクリックします。

選択したページ・テンプレートが「プレビュー」領域に表示されます。




サイトにホーム・ページを追加するには、サイト階層でサイトのルート(ホーム)を選択して、プライマリ・ページを割り当てます。プライマリ・ページを使用するかわりに、セクションに使用する外部URLを指定することもできます(「セクションへの外部URLの割当て」を参照)。






2.5.15 セクションへの外部URLの割当て

セクションにプライマリ・ページを割り当てるかわりに、外部URLを割り当てることもできます。この場合、セクションはページ・テンプレートではなく別のWebサイトのWebページを使用します。セクションにアクセスしたユーザーは、指定したWebページのURLにダイレクトされます。

セクションに外部URLを割り当てるには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、外部URLを割り当てるセクションを選択します。


	
「ページ・テンプレート」タブを開きます。


	
「ページ・テンプレートのプレビュー」の横で、メニューをクリックして 「外部URLの選択」を選択します。

「外部URLの選択」ダイアログが表示されます。


	
サイトのこのセクションに使用するWebアドレスを指定します。


	
「OK」をクリックします。

指定したWebページが「プレビュー」領域に表示されます。




外部URLの使用は、パートナ・サイトまたは同じ組織内の部門レベル・サイトにリンクする場合に便利です。外部URLをプライマリ・ページに割り当てることはできますが、セカンダリ・ページに割り当てることはできません。






2.5.16 セクションへのセカンダリ・ページの割当て

コントリビュータがWebサイトのある部分にファイル(コントリビュータ・データ・ファイルまたはネイティブ・ドキュメント)を追加する場合、サイト階層内の各セクションにセカンダリ・ページが必要です。セカンダリ・ページはこれらのファイルの背景のような役割を果し、コントリビュータがWebサイトにさらにページを追加できるようにします。各セクションに一意のページ・テンプレートを割り当てるか、複数のセクションで同じページ・テンプレートを再利用できます。

セクションにセカンダリ・ページを割り当てるには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、セカンダリ・ページを割り当てるセクションを選択します。


	
「セカンダリ・ページ・テンプレート」タブを開きます。


	
「ページ・テンプレートのプレビュー」の横でメニューをクリックして、リストから必要なページ・テンプレートを選択します。


	
「適用」をクリックします。

選択したページ・テンプレートが「プレビュー」領域に表示されます。



	
注意:

セカンダリ・ページは、サイト階層のルートに追加できます(ホーム・ページの横)。それには、サイト階層ペインでサイトのルート(ホーム)を選択して、セカンダリ・ページを割り当てます。













2.5.17 セクションからのページ・テンプレートの削除

セクションに割り当てたページ・テンプレートは削除できます。ページ・テンプレートを削除すると、セクションへの割当ては削除されますが、通常は、他のセクションまたはコンテンツ・サーバーからは削除されません。

セクションからページ・テンプレートを削除するには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
サイト階層で、ページ・テンプレートを削除するセクションを選択します。


	
プライマリ・ページを削除するには、「ページ・テンプレート」タブを開きます。

セカンダリ・ページを削除するには、「セカンダリ・ページ・テンプレート」タブを開きます。


	
ページ・テンプレートの横で「クリア」をクリックします。

割り当てられたページ・テンプレートがない状態で、ページがリフレッシュされます。









2.5.18 ページ・テンプレートのコンテンツ情報ページを開く

割り当てられているメタデータや作成者などを確認するために、プライマリまたはセカンダリ・ページ・テンプレートのコンテンツ情報の表示が必要になる場合があります。

ページ・テンプレートのコンテンツ情報ページを開くには、次の手順を実行します。

	
サイト・マネージャ・アプリケーションを起動します(「サイト・マネージャの起動」を参照)。


	
プライマリ・ページの場合は、「ページ・テンプレート」タブを開きます。

セカンダリ・ページの場合は、「セカンダリ・ページ・テンプレート」タブを開きます。


	
ページ・テンプレートの横の情報アイコン(図2-4)をクリックします。





図2-4 「情報」アイコン

[image: 情報]



コンテンツ・サーバーの標準コンテンツ情報ページが表示され、ページ・テンプレートに割り当てられているメタデータを表示または更新できます。








2.6 Webサイトの開始と停止

サイト・マネージャはときとして、サイトを停止したり、再び使用できるようにサイトをリストアしなければならないことがあります。現在稼働中で使用可能なサイトは、Webサイトの管理ページ(「Webサイトの管理ページ」を参照)の「Webサイト」領域のヘッダー「実行Webサイト」の下にリストされます。停止されているWebサイトは、「停止Webサイト」の下にリストされます。

Webサイトを開始または停止するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「Webサイトの管理」をクリックします。

Webサイトの管理ページが表示されます(「Webサイトの管理ページ」を参照)。


	
サイトを選択して、「Webサイトの開始」または「Webサイトの停止」をクリックします。









2.7 Webサイトの再ロード

サイトが開始されて停止された場合、実行中のWebサイトおよび停止したWebサイトのリストを、現在のステータスを反映するようにときどきリフレッシュする必要があります。

すべてのWebサイトを再ロードするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「Webサイトの管理」をクリックします。

Webサイトの管理ページが表示されます(「Webサイトの管理ページ」を参照)。


	
「Webサイトの再ロード」をクリックします。









2.8 オンデマンドWebサイト

Oracle Site Studio管理者は、オンデマンド用としてWebサイトをマークできるようになりました。オンデマンドWebサイトとしてマークされたWebサイトは、サイトをロードする要求が受信されるまでは、コンテンツ・サーバーのメモリーにロードされません。これにより、コンテンツ・サーバーの起動時にロード時間が短縮されます。

コンテンツ・サーバーのWebサイトの管理ページには、「オンデマンドWebサイト」ボタンがあります。このボタンをクリックすると、サイトをオンデマンド・サイトとしてマークできるページが開きます。ユーザーがこのページに初めてアクセスする場合は、リストされているこれらのサイトがオンデマンドとして処理されるまでに若干時間がかかります。

オンデマンドWebサイトの管理ページ(「オンデマンドWebサイトの管理ページ」を参照)でオンデマンドとマークされたサイトでは、それらのWebサイトに関連付けられているURLを解決するために十分な情報のみがロードされます。多数のWebサイトを実行する場合、これにより、サーバーの起動時にメモリーにロードされるサイトが少ないため、起動時間が短縮されます。

オンデマンド・サイトは、サーバー上で初めてリクエストされたときに、ロードに若干多くの時間がかかります。プロジェクト・ファイルを完全にロードする必要があるためです。コンテンツ・サーバーからサイトがリクエストされると、オンデマンド・サイトは完全にロードされます。

サイトが一度コンテンツ・サーバーにロードされると、ロードされた状態を保ちます。

この項の内容は次のとおりです。

	
「管理でのオンデマンドWebサイトの使用」


	
「DesignerでのオンデマンドWebサイトの使用」






2.8.1 管理でのオンデマンドWebサイトの使用

Oracle Site Studio管理ページで「Webサイトの管理」を選択します。

	
Oracle Site Studio管理ページで「Webサイトの管理」を選択します。

Webサイトの管理ページが表示されます(詳細は「Webサイトの管理ページ」を参照)。


	
「オンデマンドWebサイトの管理」をクリックします。

オンデマンドWebサイトの管理ページが表示されます(詳細は「オンデマンドWebサイトの管理ページ」を参照)。

オンデマンドでロードするWebサイトのチェック・ボックスを選択して、「更新」をクリックします。









2.8.2 DesignerでのオンデマンドWebサイトの使用

Webサイトがオンデマンドとしてマークされている場合、Webサイトをロードしなくても、サイトのアドレスはOracle Site Studio Designerの「接続マネージャ」に表示されます。「接続マネージャ」にアドレスを移入しても、サーバー上でWebサイトはロードされません。

ただし、設計者が変更を加えるためにOracle Site Studio Designerでサイトを開くと、Webサイトはロードされます。オンデマンドとしてマークするサイトを選択する際には、このことを考慮する必要があります。














3 Webサイト・アドレスの管理

Oracle Site Studioでは、フォルダ・アドレス、ドメイン・アドレスまたはこの両方の組合せを使用して、Webサイトを識別できます。管理者は、ドメイン、フォルダまたは組合せを指定して、特定のWebサイトにマップできます。


概念

	
「Webサイト・アドレスについて」





タスク

	
「Webサイト・アドレスの追加」


	
「デフォルトのWebアドレスの選択および選択解除」


	
「Webサイト・アドレスの削除」






3.1 Webサイト・アドレスについて

Oracle Site Studioでは、フォルダ・アドレス、ドメイン・アドレスまたはこの両方の組合せを使用して、Webサイトを識別できます。管理者は、ドメイン、フォルダまたは組合せを指定して、特定のWebサイトにマップできます。

フォルダ・アドレスを使用するフォルダ・ベースのサイトでは、サイトの識別にフォルダのみを使用します。この例としてwww.example.com/SiteStudioがあげられ、この場合、フォルダSiteStudioは、ドメイン上の特定のサイトを識別します。

ドメイン・ベースのサイトでは、サイトの識別にドメインのみを使用します。例として、www.example.comやsales.example.comがあげられます。ドメインによってサイトが識別されます。

両方の組合せでは、1つのドメインと1つのフォルダ(または任意の数のフォルダ)が使用されます。この一般的な例として、www.example.com/en/、www.example.com/fr/など、言語フォルダの使用があげられます。

コンテンツ・サーバーのOracle Site Studio管理ページで、Oracle Site Studio WebサイトのWebサイト・アドレスを設定できます。

ドメイン・アドレスでは、サイト・マネージャまたはサイト管理者が追加のDNS構成を実行する必要があります。






3.2 Webサイト・アドレスの追加

サイトにアクセスする際、通常、ドメイン・アドレスの方がフォルダ・アドレスよりもユーザーにとって覚えるのが容易です。このため、ドメイン・アドレスを追加するとサイトにアクセスしやすくなります。

Webサイト・アドレスを追加するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでコンテンツ・サーバーを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「Webサイト・アドレスの管理」をクリックします。

Webサイト・アドレス・ページが表示されます(「Webサイト・アドレス・ページ」を参照)。




	
注意:

Oracle Site Studio Designerの「サイト・アドレス」ダイアログを使用して、ドメイン・アドレスを構成することもできます。








	
Webサイトを選択してアドレスを入力します。ドメイン・アドレスを入力する際、接続は入力しないでください(たとえば、http://またはhttps://)


	
「追加」をクリックします。

ページ上部にWebサイト・アドレスが表示されます。









3.3 デフォルトのWebアドレスの選択および選択解除

WebサイトのWebアドレスが入力されている場合、特定のWebサイトのデフォルトのWebアドレスを選択して、既存のデフォルトのWebアドレスをデフォルトから削除できます。デフォルトのWebアドレスとは、Oracle Site StudioでWebサイトが表示される際に、最初に表示されるアドレスです。


デフォルトのWebアドレスの選択

Webサイト・アドレスをデフォルトにするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。


	
「Webサイト・アドレスの管理」をクリックします。

Webサイト・アドレス・ページが表示されます(「Webサイト・アドレス・ページ」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでコンテンツ・サーバーを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
Webサイト・アドレスのリストで、アドレスの横にあるアクション・アイコンをクリックします。


	
メニューからデフォルトのWebアドレスとして選択を選択します。

デフォルトのWebアドレスが太字で表示されます。





デフォルトのWebアドレスの選択解除

デフォルトとして選択したWebサイト・アドレスを解除するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでコンテンツ・サーバーを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「Webサイト・アドレスの管理」をクリックします。

Webサイト・アドレス・ページが表示されます(「Webサイト・アドレス・ページ」を参照)。


	
Webサイト・アドレスのリストで、アドレスの横にあるアクション・アイコンをクリックします。


	
メニューからデフォルトのWebアドレスの選択の解除を選択します。

デフォルトのWebアドレスが太字で表示されなくなります。









3.4 Webサイト・アドレスの削除

Webサイト・アドレスが有用でなくなった場合、削除できます。

Webサイト・アドレスを削除するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでコンテンツ・サーバーを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「Webサイト・アドレスの管理」をクリックします。

Webサイト・アドレス・ページが表示されます(「Webサイト・アドレス・ページ」を参照)。


	
Webサイト・アドレスのリストで、削除するアドレスの横にあるアクション・アイコンをクリックします。


	
メニューから「サイト・アドレスの削除」を選択します。

Webサイト・アドレスがリストに表示されなくなります。















4 フラグメント・ライブラリの管理

Oracle Site Studioでは、フラグメントは複数のWebサイトで使用できるライブラリにコンパイルされます。


概念

	
「フラグメント・ライブラリについて」





タスク

	
「サーバーへのフラグメント・ライブラリのデプロイ」


	
「サーバーでのJSPフラグメントの構成」






4.1 フラグメント・ライブラリについて

フラグメントは、単一行のテキスト(おそらく、企業の著作権の記述)またはクライアント側およびサーバー側アクションを実行するスクリプトの複合的なコレクション(JavaScriptベースのメニューなど)です。

フラグメントは、複数のWebサイトで使用できるライブラリにコンパイルされます。Webサイトで使用できるようにするには、フラグメント・ライブラリが[CS-Dir]\weblayout\fragmentsディレクトリに存在している必要があります。デフォルトでは、Oracle Site Studioのインストール時にライブラリがこの場所に配置されます。ただし、フラグメント・ライブラリをコンテンツ・サーバーに手動でチェックインした場合は、この場所に配置する必要があります。






4.2 サーバーへのフラグメント・ライブラリのデプロイ

フラグメント・ライブラリをコンテンツ・サーバーにチェックイン済で、サイトで使用できる適切なディレクトリにはデプロイしていない場合、コンテンツ・サーバーのOracle Site Studio管理セクションでフラグメントをデプロイできます。

サーバーにフラグメント・ライブラリをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「フラグメント・ライブラリの管理」をクリックします。

フラグメント・ライブラリの管理ページが表示されます(「フラグメント・ライブラリの管理ページ」を参照)。


	
デプロイするフラグメント・ライブラリを選択します。


	
「フラグメント・ライブラリの配置」をクリックします。

フラグメントは、コンテンツ・サーバー上の[CS-Dir]\weblayout\fragmentsディレクトリにデプロイされます。これが終了すると、ページがリフレッシュされ、「フラグメント・ライブラリの配置」ボタンが再び無効になります(別のライブラリを選択するまで)。

これらの手順は、Designerアプリケーションの「フラグメント・ライブラリのアップロード」/「フラグメント・ライブラリのダウンロード」機能を使用しても実行できます。詳細は、『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照してください。









4.3 サーバーでのJSPフラグメントの構成

Oracle Site Studioコンポーネントのインストール後に、コンテンツ・サーバーでJSP対応のグループのリストにグループを追加する場合は、JSPサポート・ファイルを再デプロイ(抽出)して、Oracle Site Studio JSPフラグメントが正しく動作できるようにする必要があります。

サーバーでJSPフラグメントを構成するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「フラグメント・ライブラリの管理」をクリックします。

フラグメント・ライブラリの管理ページが表示されます(「フラグメント・ライブラリの管理ページ」を参照)。


	
「JSPサポートの構成」をクリックします。

必要なサポート・ファイルが、コンテンツ・サーバー上の適切な場所に抽出されます。








4.4 コントリビュータJavaScriptの圧縮

コントリビュータがWebサイトに加えた変更をロードおよび適用するために、多くのJavaScriptが使用されています。JavaScriptは圧縮することができ、これによりWebサイトを処理するパフォーマンスが向上します。この圧縮では、スペースや改行が削除され、長い変数名が1文字に置き換えられます。その後、すべてのJavaScriptが連結されます。

コントリビュータJavaScriptを圧縮するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「フラグメント・ライブラリの管理」をクリックします。

フラグメント・ライブラリの管理ページが表示されます(「フラグメント・ライブラリの管理ページ」を参照)。


	
「コントリビュータJavaScriptの圧縮」をクリックします。

JavaScriptファイルが圧縮および連結されてから、コンテンツ・サーバーに配置されます。















5 デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定

Oracle Site StudioでWebサイトを作成すると、Site StudioによってXMLベースのプロジェクト・ファイルが生成され、特定のメタデータ値とともにコンテンツ・サーバーにチェックインされます。デフォルトのドキュメント情報により、自動的に入力されるフィールドが指定されます。デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報は、Webサイトのセクションへの入力を容易にし、それらのセクションをグループ化してコンテンツ・サーバーで使いやすくするのに役立ちます。


概念

	
「デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報について」





タスク

	
「デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定」






5.1 デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報について

DesignerでWebサイトを作成すると、Oracle Site StudioによってXMLベースのプロジェクト・ファイルが生成され、特定のメタデータ値とともにコンテンツ・サーバーにチェックインされます。デフォルトのドキュメント情報では、自動的にデータを入力するフィールドを指定します。

デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報は、Webサイトのセクションへの入力を容易にし、それらのセクションをグループ化してコンテンツ・サーバーで使いやすくするのに役立ちます。






5.2 デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定

デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報を入力するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでコンテンツ・サーバーを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定」をクリックします。

デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定ページが表示されます(「デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定ページ」を参照)。


	
該当するフィールドにデフォルト値の情報を入力します。赤いフィールド・ラベルのメタデータ・フィールドは入力必須です。デフォルト情報が不要なフィールド、またはデフォルト情報を指定できないフィールドは、空白のままにします。


	
(ページの下部にある)「更新」をクリックします。















6 サイト・レプリケーションの管理

サイトをレプリケートする際は、サイト階層、ページ・テンプレート、フラグメント、コントリビュータ・データ・ファイル、ネイティブ・ドキュメント、サイト・アセットなどをコピーします。Oracle Site Studioのレプリケーション機能では、コンテンツ・サーバーの既存のレプリケーション・フレームワーク(アーカイバ/レプリケータ)を使用します。


概念

	
「サイト・レプリケーションについて」


	
「レプリケーション・プロセス」


	
「レプリケーションの対象」


	
「含まれるリビジョン」


	
「その他のエクスポート設定」





タスク

	
「レプリケーション用のターゲット・サーバーの構成」


	
「ソース・サーバーでの送信プロバイダの設定」


	
「ターゲット・サーバーでのインポート・アーカイブの設定」


	
「ソース・サーバーでのエクスポート・アーカイブの設定」


	
「サイト・レプリケーションの開始」


	
「レプリケート準備完了の設定」






6.1 サイト・レプリケーションについて

レプリケーションについての理解を深めるには、関連する用語とプロセスを把握する必要があります。Oracle Site Studioではサイトのレプリケートにコンテンツ・サーバーのアーカイバ/レプリケータ・ツールが使用されるため、詳細はコンテンツ・サーバーのドキュメントで確認できます。

サイトをレプリケートするには、サイトがコピー先のサーバー(ターゲット・サーバー)上で適切に機能するように、いくつかの手順を実行する必要があります。サーバー環境を準備し、2つのサーバーが互いに通信できるように構成し、両方のサーバーでアーカイブを設定し、最後に実際のレプリケーションを実行する必要があります。

レプリケーション機能の多くはコンテンツ・サーバーのサイト・レプリケーションの管理ページにありますが、Oracle Site Studioレプリケータ・ツールを使用してレプリケーションをさらにカスタマイズすることもできます。Oracle Site Studioレプリケータは、Oracle Site Studioデザイナとともにインストールされ、4つの部分で構成されるウィザードです。Designerとともにインストールされるレプリケータの詳細は、『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照してください。

サイトをレプリケートする際は、サイト階層、ページ・テンプレート、フラグメント、コントリビュータ・データ・ファイル、ネイティブ・ドキュメント、サイト・アセットなどをコピーします。Oracle Site Studioのレプリケーション機能では、コンテンツ・サーバーの既存のレプリケーション・フレームワーク(アーカイバ/レプリケータ)を使用します。






6.2 レプリケーション・プロセス

Oracle Site Studioのレプリケーション・プロセスには、ソース・サーバー、ターゲット・サーバー、エクスポート・アーカイブ、インポート・アーカイブおよび転送が含まれます。


図6-1 レプリケーション・プロセス

[image: 図6-1の説明が続きます]





	
エクスポート: ネイティブ・ファイル、Web表示可能ファイル、コンテンツ・タイプおよびユーザー属性が、ソース・コンテンツ・サーバーからエクスポート・アーカイブにコピーされます。


	
インポート: ファイルとコンテンツ・サーバーの情報が、インポート・アーカイブからターゲット・コンテンツ・サーバーにコピーされます。


	
転送: コンテンツが、コンテンツ・サーバー間で転送されます。この機能は、ファイアウォールを経由して、または同じファイル・システムにアクセスできない2つのサーバー間でコンテンツをコピーする場合に使用できます。また、同じファイル・システムにアクセスできる2つのコンテンツ・サーバー間でアーカイブを転送することもできます。


	
レプリケート: エクスポート、インポートおよび転送の各手順を自動化します。レプリケーションを使用して自動的に、あるコンテンツ・サーバーからエクスポートし、そのアーカイブを別のコンピュータに転送し、別のコンテンツ・サーバーにインポートできます。




コンテンツ・サーバー間でサイトをレプリケートする場合、Oracle Site Studioのレプリケーション機能により、サイトのコンテンツがエクスポート・アーカイブにエクスポートされます。このエクスポート・アーカイブのコンテンツは、その後、ターゲット・サーバーにあるインポート・アーカイブにコピーされます。インポート・アーカイブはそのサーバーに抽出され、サーバーでサイトの表示および使用が再び可能になります。

ソース・サーバーでエクスポート・アーカイブを、ターゲット・サーバーでインポート・アーカイブをそれぞれ作成します。ただし、エクスポート・アーカイブを設定するときにその場所を指定できるように、最初にターゲット・サーバーでインポート・アーカイブを作成する必要があります。

レプリケーション・プロセスはいくつかの手順で構成されます。

	
「レプリケーション用のターゲット・サーバーの構成」


	
「ソース・サーバーでの送信プロバイダの設定」


	
「ターゲット・サーバーでのインポート・アーカイブの設定」


	
「ソース・サーバーでのエクスポート・アーカイブの設定」


	
「サイト・レプリケーションの開始」









6.3 レプリケーションの対象

Oracle Site Studioのレプリケーション機能を使用してコンテンツ・サーバー間でサイトをレプリケートする場合、次のアイテムが含まれます。

	
プロジェクト・ファイル(プロジェクト・ファイルのdDocName)


	
WebサイトのID (xWebsitesフィールドにサイトのサイトIDが含まれる場合)


	
Webサイト・セクション(xWebsiteSectionフィールドにサイトのサイトIDが含まれる場合)


	
フラグメント・ライブラリ(xWebsiteObjectTypeフィールドに値fragmentが含まれる場合)




サイトのコンテンツをレプリケートするには、xWebsites、xWebsiteSectionおよびxWebsiteObjectTypeのメタデータの値がサイトで正しく使用されることが重要です。






6.4 含まれるリビジョン

リリース日が最終エクスポートの日付よりも新しいリビジョンがエクスポートされます。このため、エクスポート済のマテリアルはアーカイブからエクスポートされません。これにより、コンテンツの移行は1度のみとなり、アーカイブのサイズが無制限に増加するのを防ぐことができます。さらに、エクスポート問合せに一致するコンテンツの選択されたリビジョンがすべてアーカイブにエクスポートされます。このことがリリース日のフィルタと連携することで、必要なWebサイトのコンテンツが確実にレプリケートされます。






6.5 その他のエクスポート設定

Oracle Site Studioのレプリケーション機能には、サイトが正常にレプリケートされるようにするための、その他の便利な設定がいくつかあります。

	
2つのコンテンツ・サーバー間でのメタデータ・モデルの同期化を計画する管理者のために、コンテンツの構成情報が含まれています。(Oracle Site Studioではこの情報は使用されません。)


	
ソース・アーカイブは、転送所有者(ソース・アーカイブからターゲット・アーカイブへの転送を開始するコンテンツ・サーバー)として識別されます。


	
ターゲット・サーバーのインポート・アーカイブはターゲット・アーカイブとして識別され、ソース・サーバーからエクスポートおよび転送された内容を受信し、ターゲット・サーバーにその内容をインポートします。









6.6 レプリケーション用のターゲット・サーバーの構成

Oracle Site Studioのレプリケーション機能により、コンテンツ・サーバー間でサイトがコピーされます。ただし、されない場合は、コンテンツ・サーバー環境をソース・サーバーからターゲット・サーバーにコピーします。

サイトをレプリケートする前に、ターゲット・サーバー上のコンテンツ・サーバー環境(少なくともサイトで使用される部分)がソース・サーバーと同様に設定されていることを確認する必要があります。この手順をスキップすると、レプリケーション・プロセス中にWebサイトで問題が発生します。

コンテンツ・サーバー環境を再現する手順は、組織およびWebサイトごとに異なります。そのため、次の一般的なガイドラインを示します。

ターゲット・サーバー環境を手動で構成するには、次の手順を実行します。

	
ソース・サーバーで使用されるメタデータ・モデルを再作成します。これには、すべてのカスタム・メタデータ・フィールドおよびファイル・フォーマットが含まれます。このメタデータは、サイトが適切に動作するために必要です。たとえば、ファイルのチェックインは通常はメタデータ設定に依存し、サイトの特定の機能はカスタム・メタデータ・フィールドに依存します。


	
サイトによって使用されるすべてのコンポーネントをソース・サーバーに再インストールします。これには、Dynamic Converter (ネイティブ・ドキュメント用)と「チェックアウトして開く」(コントリビューション・アイコンを使用してネイティブ・ドキュメントをチェックアウトする場合)が含まれます。


	
管理対象外のリソースを再作成します。これには、サイトによって使用されるカスタムActiveXコントロールまたはJSPオブジェクトが含まれます。


	
サーバーに導入したその他の構成設定を再作成します。これには、サーバーの動作を変更したすべてのものが含まれます。




Oracle Content Serverバージョン7.5.2以降(10gR3を含む)を使用している場合、Oracle Content Serverの構成移行ユーティリティを使用してコンテンツ・サーバー環境をレプリケートできます。次に、送信プロバイダを設定します(「ソース・サーバーでの送信プロバイダの設定」を参照)。






6.7  ソース・サーバーでの送信プロバイダの設定

Oracle Content Serverでは、プロバイダとは、2つ以上のコンテンツ・サーバー間の接続を確立するAPI (アプリケーション・プログラミング・インタフェース)です。Webサイトをレプリケートするには、ソース・サーバー上に送信プロバイダを作成し、ソース・サーバーとターゲット・サーバー間の接続を確立する必要があります。

ターゲット・サーバーを構成したら(「レプリケーション用のターゲット・サーバーの構成」を参照)、ソース・サーバー上で送信プロバイダを設定できます。

ソース・サーバー上で送信プロバイダを設定するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「プロバイダ」をクリックします。

「プロバイダ」ページが表示されます。


	
「新規プロバイダの作成」で、"「送信」"プロバイダ・タイプの横の「追加」をクリックします。

送信プロバイダの追加ページが表示されます


	
次の情報を入力します。

	
プロバイダ名: プロバイダを識別する名前。この名前は、このページのプロバイダ・リストに表示され(名前を追加した後に)、ソース・サーバー上の[CS-Dir]/data/providersのサブディレクトリになります。


	
プロバイダの説明: プロバイダのわかりやすい説明。


	
「プロバイダ・クラス」: intradoc.provider.SocketOutgoingProvider (送信プロバイダのJavaクラスの名前)を入力します。


	
接続クラス: intradoc.provider.SocketOutgoingConnection (プロバイダ接続を実装するJavaクラスの名前)を入力します。


	
構成クラス: 空白のままでかまいません(データベース・プロバイダにとって有用な、追加構成設定のJavaクラスを識別します)。


	
サーバー・ホスト名: ターゲット・サーバーの名前(通常は、システム名またはIPアドレス)。このホストに対するソケット接続が確立されます。


	
HTTPサーバー・アドレス: 空白のままでかまいません(ターゲット・サーバーのHTTPアドレスで、このタイプの接続には不要です)。


	
サーバー・ポート: ターゲット・サーバーとの通信に使用するポート(通常は4444)。コンテンツ・サーバーの開始時にサーバー出力を表示して、ポートを決定できます。


	
インスタンス名: ターゲット・コンテンツ・サーバーの名前(IDC_Name)。


	
相対Webルート: ターゲット・コンテンツ・サーバーの相対的なWebルート(たとえば/root/)。このタイプの接続には必要ないため、残りのオプションをスキップできます。





	
「追加」をクリックしてプロバイダ情報を保存し、プロバイダ・ページに戻ります。(プロバイダ・リストに送信プロバイダが表示されます。)


	
コンテンツ・サーバーを再起動します。




プロバイダをテストして、それが適切に設定されたことを確認するには、「プロバイダ」ページに戻り、送信プロバイダの横の「テスト」をクリックします。

ソース・サーバーがターゲット・サーバーと通信できるように、送信プロバイダの設定に加えて、さらにターゲット・システムでサーバーIPアドレス・フィルタを構成する必要があります(詳細は、Content Serverのドキュメントを参照してください)。

ファイアウォールが設定されている場合は、手順4で定義したポートでのソース・サーバーからターゲット・サーバーへの接続を許可する必要があります。

次に、インポート・アーカイブを作成します(「ターゲット・サーバーでのインポート・アーカイブの設定」を参照)。






6.8  ターゲット・サーバーでのインポート・アーカイブの設定

インポート・アーカイブは、ターゲット・コンテンツ・サーバー上に存在します。レプリケーションの間、エクスポート・アーカイブ(ソース・サーバーに存在)からのコンテンツがインポート・アーカイブにコピーされます。次に、インポート・アーカイブによってコンテンツがターゲット・コンテンツ・サーバーにコピーされて、レプリケーション・プロセスが完了します。

プロバイダ接続を設定したら(「ソース・サーバーでの送信プロバイダの設定」を参照)、インポート・アーカイブを作成できます。ターゲット・サーバーの「サイト・レプリケーションの管理」ページでインポート・アーカイブを作成(または編集)します。

インポート・アーカイブを設定するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「サイト・レプリケーションの管理」をクリックします。

サイト・レプリケーションの管理ページが表示されます(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。


	
「インポート・アーカイブの追加」をクリックします。

インポート・アーカイブの追加ページが表示されます(「インポート・アーカイブの追加ページ」を参照)。

または、既存のインポート・アーカイブを更新する場合には、アーカイブのリストで選択して「設定の変更」をクリックします。


	
「アーカイブ名」フィールドにアーカイブの名前を入力します。この名前は、サイト・レプリケーションの管理ページの使用可能なアーカイブのリストに表示されます。アーカイブ名には、空白または特殊文字を含めることはできません。


	
「アーカイブの説明」フィールドにアーカイブの説明を入力します。


	
コントリビュータがターゲット・サイトの各リージョンに割り当てるコンテンツを保持するには、「インポート中は、ターゲット・サーバーで切り替えられたリージョン・コンテンツを維持します」チェック・ボックスを選択します。

これらの領域は、リージョンに最初から割り当てられているコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントをコントリビュータが切り替えた場所です。

開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、切り替えられたリージョン・コンテンツを維持することを選択します。このようなシナリオでは、コントリビュータが加えた変更を保持する必要があるためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)からコンサンプション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、このオプションを無効にします。このようなシナリオでは、コンサンプション・サーバーで変更された内容はすべて上書きする必要があるためです。


	
コントリビュータがターゲット・サイトの各リージョンで編集するコンテンツを保持するには、「インポート中は、ターゲット・サーバーのリージョン・コンテンツを維持します」チェック・ボックスを選択します。

この場合、コントリビュータ・データファイルおよびネイティブ・ドキュメントがソース・サーバーからターゲット・サーバーにコピーされることがないため、コントリビュータが編集したファイルが上書きされる危険がありません。

開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、リージョン・コンテンツを維持することを選択します。このようなシナリオでは、コントリビュータが加えた変更を保持する必要があるためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)からコンサンプション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、このオプションを無効にします。このようなシナリオでは、コンサンプション・サーバーで変更された内容はすべて上書きする必要があるためです。


	
「アーカイブの追加」をクリックします。

または、既存のインポート・アーカイブを更新する場合は、「更新」をクリックします。




次に、エクスポート・アーカイブを作成します(「ソース・サーバーでのエクスポート・アーカイブの設定」を参照)。






6.9  ソース・サーバーでのエクスポート・アーカイブの設定

エクスポート・アーカイブはソース・コンテンツ・サーバーに配置され、そこでWebサイトから情報を収集します。レプリケーション時に、エクスポート・アーカイブはターゲット・サーバー上のインポート・アーカイブにコピーされます。(そのインポート・アーカイブを最初に作成して、エクスポート・アーカイブの作成時にそれを指定できるようにする必要があります。)

インポート・アーカイブを作成したら(「ターゲット・サーバーでのインポート・アーカイブの設定」を参照)、エクスポート・アーカイブを作成できます。ソース・サーバーの「サイト・レプリケーションの管理」ページを使用してエクスポート・アーカイブを作成(または編集)します。

エクスポート・アーカイブを設定するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「サイト・レプリケーションの管理」をクリックします。

サイト・レプリケーションの管理ページが表示されます(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。


	
「エクスポート・アーカイブの追加」をクリックします。

エクスポート・アーカイブの追加ページが表示されます(「エクスポート・アーカイブの追加ページ」を参照)。

または、既存のエクスポート・アーカイブを更新する場合には、アーカイブのリストで選択して「設定の変更」をクリックします。


	
「アーカイブ名」フィールドにアーカイブの名前を入力します。この名前は、サイト・レプリケーションの管理ページの使用可能なアーカイブのリストに表示されます。アーカイブ名には、空白または特殊文字を含めることはできません。


	
「アーカイブの説明」フィールドにアーカイブの説明を入力します。


	
「Webサイト」メニューで、レプリケートするWebサイトを選択します。


	
サイト階層全体をレプリケートするには、「プロジェクト・ファイルをエクスポート・アーカイブに含める」チェック・ボックスを選択します。

サイト階層全体をレプリケートするかわりに、個別のセクションをレプリケートする場合は、このチェック・ボックスを選択解除して次の手順に進み、Oracle Site Studioレプリケータ・ツールを使用します(『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照)。


	
「転送先コレクション」で、このアーカイブのコピー先となるターゲット・コンテンツ・サーバーのコレクションを選択します。

「コレクションを開く」をクリックし、ターゲット・サーバー上のコレクションを参照して選択します。


	
「転送先アーカイブ」で、このエクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバー上にあるアーカイブを選択します(「ターゲット・サーバーでのインポート・アーカイブの設定」を参照)。


	
ソース・サーバー上のコンテンツが変更された際に、常にレプリケーション・プロセスを自動的に開始する場合は、「新規および既存のコンテンツの自動エクスポート」チェック・ボックスを選択します。(このオプションを有効にしない場合は、手動でレプリケーションをトリガーする必要があります。)


	
「アーカイブの追加」をクリックします。

または、既存のエクスポート・アーカイブを更新する場合は、「更新」をクリックします。




エクスポート・アーカイブのためのWebサイトを選択すると、Oracle Site Studioでは、サイトに関連するすべてのものをアーカイブおよびレプリケートします(「レプリケートの対象」を参照)。アーカイブする対象をカスタマイズしたり、アーカイブにアイテムを追加するために、コンテンツ・サーバーのアーカイバ・アプレットを使用して、直接アーカイブ問合せを絞り込むことができます。

次に、レプリケーションを開始します(「サイト・レプリケーションの開始」を参照)。

Oracle Site Studioレプリケータを使用してサイトの個別のセクションをレプリケートする場合は、次にOracle Site Studioレプリケータ・ツールを起動します(『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照)。






6.10 サイト・レプリケーションの開始

エクスポート・アーカイブを設定したら(「ソース・サーバーでのエクスポート・アーカイブの設定」を参照)、サイト・レプリケーションの管理ページを使用して、ソース・サーバーでレプリケーション・プロセスを開始できます。

Webサイトをレプリケートするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。


	
「サイト・レプリケーションの管理」をクリックします。

サイト・レプリケーションの管理ページが表示されます(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。


	
目的のエクスポート・アーカイブを選択します。


	
「エクスポート」をクリックします。




新しいコンテンツおよび変更されたコンテンツの自動エクスポートを選択した場合(「ソース・サーバーでのエクスポート・アーカイブの設定」を参照)、アーカイブのエクスポート後に、レプリケーション・プロセスが自動的に開始されます。

サイトのサイズおよび複雑さによっては、レプリケーションの終了後、ターゲット・コンテンツ・サーバーでサイトの索引が再作成されるまでに、かなりの時間が必要です。






6.11 レプリケート準備完了の設定

Oracle Site Studioを使用すると、コントリビュータがコントリビュータ・データファイルの変更や新しいファイルへの置換を行うことができます。ただし、ページがレプリケートされる前に、マネージャは新しいコントリビュータ・ファイルをレプリケートする準備が整っていることを確認できます。

Webサイトの各セクションとホームページのセクション・プロパティに「レプリケート準備完了」フィールドがある場合、設計者はDesignerでセクション・プロパティを有効にします。Designerでの「レプリケート準備完了」の有効化の詳細は、『Oracle Site Studio Designerの使用』を参照してください。

「レプリケート準備完了」が有効になったら、マネージャは、セクション(あるいはセクション内のプライマリまたはセカンダリ・ページ)をレプリケートできるかどうかを決定できます。さらに重要なのは、プレースホルダのコンテンツ・ファイルが切り替えられると常に、セクションのステータスが「レプリケート」(図6-2)から「レプリケートしない」(図6-3)に変化することです。


図6-2 レプリケーション対象としてマークされたページ

[image: ページがレプリケートされることを示すコントリビューション・バー。]




図6-3 レプリケーション対象外としてマークされたページ

[image: 図6-3については周囲のテキストで説明しています。]



コントリビュータは各ケースでコントリビュータ・データファイルを切り替えたり新しい空のファイルを作成したりできるため、マネージャはレプリケーションを管理して、新しいファイルの作成によって空白のページが生成されないようにします。コントリビュータ・データファイルが変更されるたびに、変更を行ったユーザーのセキュリティ・レベルにかかわらず、そのページは「レプリケートしない」とマークされます。

設計者も、Designerで該当する「レプリケート準備完了」セクション・プロパティ・フィールド値を設定することで、セクションをレプリケーション対象としてマークしたり、レプリケーションを行わないようにしたりできます。ただし、レプリケーションに関連するすべてのタスクはマネージャが処理し、「レプリケートしない」とマークされたページのレビューも行います。












7 Webサイトのバックアップおよびリストア

Oracle Site Studioを使用してサイトのバックアップを作成し(単一のzipファイルとして)、そのバックアップをいつでもリストアできます。サイトのバックアップの作成は、サイトを別の場所に転送する際にも(特に、ネットワーク・アクセスがない場合)、大変便利です。


概念

	
「バックアップおよびリストアの概要」





タスク

	
「サイトのバックアップ」


	
「サイトのリストア」


	
「サーバーの構成詳細の表示」






7.1 バックアップおよびリストアの概要

Oracle Site Studioは、コンテンツ・サーバーのOracle Site Studio管理ページでバックアップおよびリストア機能を提供しており、この機能を使用してサイトのバックアップを作成し(単一のzipファイルとして)、そのバックアップをいつでもリストアできます。サイトのバックアップの作成は、サイトを別の場所に転送する際にも(特に、ネットワーク・アクセスがない場合)、大変便利です。

Oracle Site Studioのバックアップ機能では、Webサイトのコピーを作成して圧縮ファイルに格納し、これをある場所から別の場所にコピーできます。サイトに属するファイルを識別するために、次のアイテムを問い合せて、インポート・アーカイブに追加します。

	
プロジェクト・ファイル(プロジェクト・ファイルのdDocName)


	
WebサイトのID (xWebsitesフィールドにサイトのサイトIDが含まれる場合)


	
Webサイト・セクション(xWebsiteSectionフィールドにサイトのサイトIDが含まれる場合)


	
フラグメント・ライブラリ(xWebsiteObjectTypeフィールドに値fragmentが含まれる場合)




サイトのコンテンツをバックアップおよびリストアするために、xWebsites、xWebsiteSectionおよびxWebsiteObjectTypのメタデータ値を、サイトで適切に使用する必要があります。

バックアップ機能では、サイトのレプリケーションと同じアーカイブ・プロセスが使用されます(詳細は、第6章「サイト・レプリケーションの管理」を参照)。






7.2 サイトのバックアップ

Oracle Content ServerのOracle Site Studio管理ページからアクセスできるバックアップとリストア・ページを使用して、サイトをバックアップします。

サイトをバックアップするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「バックアップとリストア」をクリックします。

バックアップとリストア・ページが表示されます(「バックアップとリストア・ページ」を参照)。


	
バックアップするWebサイトを選択して、「Webサイト・バックアップの作成」をクリックします。

バックアップの進行状況が表示されます(図7-1)。


図7-1 バックアップの進行状況

[image: バックアップの進行状況のスナップショット。]



	
バックアップが完了したら(完了率が100%)「戻る」をクリックします。

現在のバックアップに影響を与えることなく、いつでも前のページに戻ることができます。


	
バックアップとリストア・ページで「Webサイト・バックアップの管理」をクリックします。

Webサイトのバックアップ・アーカイブ・ページが表示されます(「アーカイブの管理ページ」を参照)。


	
このページには、現在コンテンツ・サーバーにあるすべてのWebサイト・バックアップのリストが表示されます。作成したバックアップをダウンロードするには、隣のアクション・メニュー・アイコン(図7-2)をクリックし、「バックアップ・アーカイブをZIPとしてダウンロード」を選択します。


図7-2 「アクション・メニュー」アイコン

[image: 「アクション」メニュー]



サイトのサイズによっては、zipファイルが作成されるまでに数分かかる場合があります。


	
ファイル・ダウンロード・ダイアログの「保存」をクリックしてzipファイルの場所を選択し、「保存」をクリックしてダウンロードを開始します。




	
注意:

Webサイトが、zipファイルの最大ファイル制限の65,535を超える場合、バックアップ・アーカイブ・ファイルは作成されません。かわりに、ファイルシステムから直接バックアップ・アーカイブを開いてダウンロードする必要があります。バックアップ・アーカイブは、コンテンツ・サーバーの[CS-Dir]\data\sitestudio\backuparchivesディレクトリに格納されます。










バックアップしたサイトは、アクション・メニューまたはアイコンをクリックし、「バックアップ・アーカイブの削除」を選択して、いつでも削除できます。これは、Webサイトのバックアップ・アーカイブ・ページ(「アーカイブの管理ページ」を参照)およびバックアップ・アーカイブ情報ページ(「バックアップ・アーカイブ情報ページ」を参照)で実行できます。






7.3 サイトのリストア

コンテンツ・サーバーのOracle Site Studio管理ページからアクセスできるバックアップとリストア・ページを使用して、サイトをリストアします。




	
重要:

コンテンツ・サーバー内の既存のコンテンツとのクラッシュを避けるために、クリーンなコンテンツ・サーバーにリストアすることをお薦めします。







サイトをリストアするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「バックアップとリストア」をクリックします。

バックアップとリストア・ページが表示されます(「バックアップとリストア・ページ」を参照)。


	
「参照」を(「バックアップ・アーカイブのアップロード」領域で)クリックして、バックアップ済サイト(zipファイル)を検索します。

ファイル選択ダイアログが表示されます。


	
アーカイブzipファイルを選択し、ファイル選択ダイアログを閉じます。


	
「バックアップ・アーカイブのアップロード」をクリックします。

バックアップ・アーカイブ情報ページ(「バックアップ・アーカイブ情報ページ」を参照)が開き、アーカイブ名、説明、Webサイト、インポート日などバックアップの詳細が表示されます。

コンテンツ・サーバーが未構成で、サイトの元のコンテンツ・サーバー環境と一致しない場合、「アクション」をクリックし、「サーバー構成詳細の表示」を選択します。その後、ページに表示された設定を再作成します(「サーバーの構成詳細の表示」を参照)。


	
「アクション」メニューで「バックアップ・アーカイブ・コンテンツのリストア」を選択します。


	
確認メッセージには「OK」をクリックします。

リストア操作の進行状況が表示されます(図7-3)。


図7-3 リストアの進行状況

[image: リストアの進行状況のスナップショット。]



サイトのサイズによっては、Webサイトがリストアされ、コンテンツ・サーバーで索引が作成されるまでに数分かかる場合があります。


	
リストア操作が完了したら(完了率が100%)「戻る」をクリックします。

現在のリストア操作に影響を与えることなく、いつでも前のページに戻ることができます。




これで、サイトをコンテンツ・サーバーで使用できるようになります。

バックアップしたサイトは、アクション・メニューまたはアイコンをクリックし、「バックアップ・アーカイブの削除」を選択して、いつでも削除できます。これは、Webサイトのバックアップ・アーカイブ・ページ(「アーカイブの管理ページ」を参照)およびバックアップ・アーカイブ情報ページ(「バックアップ・アーカイブ情報ページ」を参照)で実行できます。






7.4 サーバーの構成詳細の表示

バックアップしたWebサイトがバックアップ時に存在していたコンテンツ・サーバーの詳細な構成情報を表示できます。この情報には、カスタム・メタデータ・フィールド、コンテンツ・タイプ、セキュリティ・グループ、構成設定および環境設定、インストール済コンポーネント、定義済プロバイダなどが含まれます。この情報は、サイトをリストアし、コンテンツ・サーバーを構成してサイトの元のサーバーと一致させる必要がある場合に、特に便利です。

バックアップされたサイトのサーバーの構成詳細を表示するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「バックアップとリストア」をクリックします。

バックアップとリストア・ページが表示されます(「バックアップとリストア・ページ」を参照)。


	
「Webサイト・バックアップの管理」をクリックします。


	
目的のサイトの隣にあるアクション・メニューアイコン(図7-4)をクリックし、「サーバー構成詳細の表示」を選択します。


図7-4 「アクション・メニュー」アイコン

[image: アクション]



	
サーバー構成詳細ページが表示されます(「サーバー構成詳細ページ」を参照)。ここで、サイトの元のサーバーの詳細を書き留めます。




	
注意:

Oracle Content Serverの構成移行ユーティリティを使用して、コンテンツ・サーバー環境をサーバーからサーバーにレプリケートできます。





















8 一般コンポーネント情報

Oracle Site Studioには、インストールされたOracle Site Studioコンポーネント、Oracle Site Studio固有のメタデータ、ディレクトリ・パス、バージョンなどに関する情報が格納されています。この情報は、Webサイトおよびフラグメントのバージョン番号および相対パスを書き留める際に便利です。


概念

	
「一般コンポーネント情報について」





タスク

	
「一般コンポーネント情報の表示」


	
「インストール番号のリセット」






8.1 一般コンポーネント情報について

インストールされたOracle Site Studioコンポーネント、Oracle Site Studio固有のメタデータ、ディレクトリ・パス、バージョンなどの情報は、一般コンポーネント情報ページで確認できます。この情報は、Webサイトおよびフラグメントのバージョン番号および相対パスを書き留める際に便利です。






8.2 一般コンポーネント情報の表示

Oracle Site Studioの一般コンポーネント情報を表示するには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「一般コンポーネント情報」をクリックします。

一般コンポーネント情報ページが表示されます(「一般コンポーネント情報ページ」を参照)。









8.3 インストール番号のリセット

インストール番号は、現在のOracle Site Studioコンポーネントの番号です。これを使用して、Oracle Site Studioコンポーネントを更新するときに、どのソフトウェア更新をインストールするかを管理します。新しいコンポーネントでは、現在のインストール番号と比較して、必要な変更のみがインストールされます。

ほとんどの場合、インストール番号は重要ではありません。ただし、まれにすべての変更を取り消して新たなインストールを作成する場合には、インストール番号のリセットが必要になります。

インストール番号をリセットするには、次の手順を実行します。

	
コンテンツ・サーバーに管理者としてログインします。


	
「管理」セクションで、Oracle Site Studio管理を選択します。

Oracle Site Studio管理ページが表示されます(「Oracle Site Studio管理」を参照)。「トップ・メニュー」レイアウトでOracle Content Serverを実行した場合、このページは表示されません。かわりに、すべての管理オプションがOracle Site Studio管理メニューのアイテムとして表示されます。


	
「一般コンポーネント情報」をクリックします。

一般コンポーネント情報ページが表示されます(「一般コンポーネント情報ページ」を参照)。


	
「(リセット)」をクリックします。

インストール番号が0に設定されます。















A ユーザー・インタフェース

コンテンツ・サーバー・インタフェースには、Oracle Site Studio Webサイトを管理するために使用可能な様々なページが含まれています。

	
「Webサイトの管理ページ」


	
「サイトの管理ページ(Oracle Site Studio Manager)」


	
「オンデマンドWebサイトの管理ページ」


	
「Webサイト・オブジェクト・レポート・ページ」


	
「Webサイト・アドレス・ページ」


	
「フラグメント・ライブラリの管理ページ」


	
「デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定ページ」


	
「サイト・レプリケーションの管理ページ」


	
「エクスポート・アーカイブの追加ページ」


	
「エクスポート・アーカイブの編集ページ」


	
「インポート・アーカイブの追加ページ」


	
「インポート・アーカイブの編集ページ」


	
「一般コンポーネント情報ページ」


	
「バックアップとリストア・ページ」


	
「アーカイブの管理ページ」


	
「サーバー構成詳細ページ」


	
「バックアップ・アーカイブ情報ページ」


	
「サーバー構成詳細ページ」


	
「外部アプリケーションの管理ページ」






A.1 Webサイトの管理ページ

Webサイトの管理ページは、コンテンツ・サーバー上で使用可能なすべてのWebサイトを管理するために使用します。このページからは、このドキュメントで説明するように、Webサイトの表示、オブジェクト・レポートの表示、Webサイトの開始や停止(Webサイトを表示できるようにする、または表示できないようにする)、および選択された各Webサイトの管理の制御を行うことができます。


図A-1 Webサイトの管理ページ

[image: 図A-1の説明]
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	ナビゲーションの更新	このボタンをクリックすると、選択したWebサイトのナビゲーションが更新されます。サイト・マネージャは、ディレクトリとサブディレクトリを追加および削除したり、ディレクトリをWebサイトの他の領域に移動するなど、Webサイトの構造を変更できます。サイト構造を変更した場合は、すべてのサイト・ナビゲーションを更新(再構築)する必要があります。
	Webサイト・オブジェクト・レポートの表示	このボタンをクリックすると、選択したサイトのWebサイト・オブジェクト・レポート・ページが表示されます(「Webサイト・オブジェクト・レポート・ページ」を参照)。このページに、Webサイトの各部分の使用アクティビティの詳細が示されます。
	サイトの管理	このボタンをクリックすると、選択したサイトのサイトの管理ページが表示されます(「サイトの管理ページ(Oracle Site Studio Manager)」を参照)。このページでは、サイト階層の変更、ページ・テンプレートの割当て、カスタム・プロパティの変更など、いくつかのサイト管理タスクを実行できます。
	サイトの終了	このボタンをクリックすると、選択したサイトが停止します。停止したサイトは、「Webサイト」領域の「実行Webサイト」リストから「停止Webサイト」リストに移動します。
	サイトの起動	このボタンをクリックすると、選択したサイトが起動されます。起動されたサイトは、「Webサイト」領域の「停止Webサイト」リストから「実行Webサイト」リストに移動します。
	Webサイトの再ロード	このボタンをクリックすると、ページが再ロードされます。サイトが開始されて停止された場合、実行中のWebサイトおよび停止したWebサイトのリストを、現在のステータスを反映するようにときどきリフレッシュする必要があります。
	オンデマンドWebサイトの管理	このボタンをクリックすると、オンデマンドWebサイト・ページが開きます(「オンデマンドWebサイトの管理ページ」を参照)。










A.2 サイトの管理ページ(Oracle Site Studio Manager)

サイトの管理ページは、Webサイトに関するいくつかの管理タスクを実行するために使用します。このページには、コンテンツ・サーバーまたはOracle Site Studio Contributor(設計者がそのようにセットアップした場合)を介してアクセスできます。マネージャの一部がコントリビュータのページに表示され、そのページがコントリビューション・モードの場合、サイト・マネージャが使用できるツールがアプリケーション内に表示されます。このようなツールは、最小化されているか(トップ・バーのみ)、またはインタフェースがページ内に完全に表示されます。マネージャ・インタフェース全体を表示するには、バーで「サイトの管理」をクリックします。コンテンツ・サーバーを介してアクセスしている場合は、常にインタフェース全体が表示されます。


図A-2 Managerインタフェース

[image: 図A-2の説明が続きます]





現在のWebサイトのサイト階層が左側に表示されます。任意のアイテムを右クリックして、いくつかの管理タスクを実行できます。

このページには4つのタブが表示され、それぞれに特定のサイト管理オプションが用意されています。

	
「セクション」タブ


	
「ページ・テンプレート」タブ


	
「セカンダリ・ページ・テンプレート」タブ


	
「カスタム・プロパティ」タブ






A.2.1 「セクション」タブ

サイトの管理ページの「セクション」タブは、Webサイトの階層内のセクションを管理するために使用します。これには、サブセクションの追加と削除、セクションの移動、およびWebサイトのエラー・ハンドラ・セクションのマーク付けなどの操作があります。


図A-3 サイトの管理ページの「セクション」タブ

[image: 図A-3の説明が続きます]






	要素	説明
	追加	これをクリックして、現在のセクションにサブセクションを追加します。詳細は、「セクションの追加」を参照してください。
	削除	これをクリックして、現在のセクションをWebサイトから削除します。詳細は、「セクションの削除」を参照してください。
	移動	これをクリックして、現在のセクションをサイト階層の別の領域に移動します。詳細は、「セクションの移動」を参照してください。
	エラー・ハンドラ	これをクリックして、現在のセクションをエラー・ハンドラ・セクションとしてマークします。詳細は、「エラー・ハンドラとしてのセクションの指定」を参照してください。
	セクションID	これは、サイト階層(およびコンテンツ・サーバー)内で現在のセクションを一意に識別するセクションIDです。このIDを変更すると、このセクションをターゲットとするリンクが壊れることがあるため、このフィールドは通常は無効になっています。
	セクション・ラベル	これは、現在のセクションの名前です。この名前は、サイト階層と、Webサイトのナビゲーション・メニューに表示されます(ただし、URL内に表示されるとはかぎりません)。セクション・ラベルは必要に応じて変更できます。詳細は、「セクションの名前変更」を参照してください。
	ナビゲーションに含める	このチェック・ボックスは、Webサイトのナビゲーション・メニューに現在のセクションをリンクとして表示する場合に選択します。詳細は、「Webサイトでのセクションの表示または非表示」を参照してください。
	コントリビュータのみ	このチェック・ボックスは、サイトがコントリビューション・モードで表示されている場合にのみ、現在のセクションが表示されるようにする場合に選択します。このことは、たとえば、コントリビュータと直接通信する場合や、コンテンツをパブリックに使用可能にする前にプレビューする場合などに便利です。詳細は、「コントリビュータ専用としてのセクションの指定」を参照してください。
	URLディレクトリ名	これは、サイトURL内に含まれる現在のセクションのディレクトリ名です。たとえば、アドレスhttp://www.mysite.com/product1/index.htmの場合、URLディレクトリ名は"product1"です。また、この値は、このセクションへのパスベースのすべてのリンクでも使用されます。デフォルトでは、URLディレクトリ名はセクション・ラベルと同じですが、必要に応じて別の値を使用できます。名前に空白および特殊文字は使用できません。
	URLページ名	これは、Webサイト・アドレス内の(現在のセクションに関連付けられた)プライマリ・ページを示すURLです。URLページ名を指定しない場合、"index.htm"がプライマリ・ページを示すために使用されます。
	最大保持時間	これは、現在のセクション内のWebサイト・ページがキャッシュ内に保持される最大時間(秒)です。これにより、Oracle Site Studio Webサイトのパフォーマンスとセキュリティが向上します。詳細は、「セクションの最大保持時間の変更」を参照してください。










A.2.2 「ページ・テンプレート」タブ

サイトの管理ページの「ページ・テンプレート」タブは、現在のページ・テンプレートを使用してWebページを表示するために使用します。追加のページ・テンプレートを現在のセクションに対して適用してプレビューすることもできます。


図A-4 サイトの管理ページの「ページ・テンプレート」タブ

[image: 図A-4の説明が続きます]






	要素	説明
	[image: 情報アイコン]
	このアイコンをクリックすると、現在のページ・テンプレートのコンテンツ情報ページが開きます。ページ・テンプレートが設定されていない場合は表示されません。
	クリア	クリックすると、現在のセクションからページ・テンプレートが削除されます。ページ・テンプレートが設定されていない場合は表示されません。詳細は、「セクションからのページ・テンプレートの削除」を参照してください。
	ページ・テンプレートのプレビュー(メニュー)	リストから現在のセクション内の表示対象のページ・テンプレートを選択します。詳細は、「ページ・テンプレートのプレビュー」を参照してください。
	適用	クリックすると、選択したページ・テンプレートが現在のセクションに適用されます。詳細は、「セクションへのプライマリ・ページの割当て」を参照してください。










A.2.3 「セカンダリ・ページ・テンプレート」タブ

サイトの管理ページの「セカンダリ・ページ・テンプレート」タブは、現在のセカンダリ・ページ・テンプレートを使用してWebページを表示するために使用します。追加のページ・テンプレートを現在のセクションに対して適用してプレビューすることもできます。


図A-5 サイトの管理ページの「セカンダリ・ページ・テンプレート」タブ(ページ選択なし)

[image: 図A-5の説明が続きます]






	要素	説明
	[image: 情報アイコン]
	このアイコンをクリックすると、現在のページ・テンプレートのコンテンツ情報ページが開きます。セカンダリ・ページ・テンプレートが設定されていない場合、このアイコンは表示されません。
	クリア	クリックすると、現在のセクションからページ・テンプレートが削除されます。セカンダリ・ページ・テンプレートが設定されていない場合、このアイコンは表示されません。詳細は、「セクションからのページ・テンプレートの削除」を参照してください。
	ページ・テンプレートのプレビュー(メニュー)	リストから現在のセクション内の表示対象のページ・テンプレートを選択します。詳細は、「ページ・テンプレートのプレビュー」を参照してください。
	適用	クリックすると、選択したページ・テンプレートが現在のセクションに適用されます。詳細は、「セクションへのセカンダリ・ページの割当て」を参照してください。










A.2.4 「カスタム・プロパティ」タブ

サイトの管理ページ上の「カスタム・プロパティ」タブは、サイト階層内で選択されたセクションのカスタム・プロパティ情報を編集するために使用します。すべてのカスタム・プロパティは、サイト設計者によって決定されます。セクションのプロパティは、マネージャが追加または削除することはできません。値の編集のみが可能です。


図A-6 サイトの管理ページの「カスタム・プロパティ」タブ

[image: 図A-6の説明が続きます]








	
注意:

カスタム・プロパティの適切な使用方法については、サイト設計者に問い合せてください。














A.3 オンデマンドWebサイトの管理ページ

オンデマンドWebサイトの管理ページは、サイトをオンデマンド・サイトとしてマークするために使用します。オンデマンドに指定されたWebサイトは、サイトをロードするリクエストが受信されるまでコンテンツ・サーバーのメモリーにロードされません。これにより、コンテンツ・サーバーの起動時にロード時間が短縮されます。オンデマンドとしてリストされたサイトにDesignerで初めてアクセスする場合は、サイトの表示が若干遅れます。


図A-7 オンデマンドWebサイトの管理ページ

[image: 図A-7の説明が続きます]






	要素	説明
	チェック・ボックス	サイトをオンデマンドのWebサイトとしてマークする場合にチェック・ボックスを選択します。
	WebサイトID	コンテンツ・サーバー上のWebサイトのサイトID。
	Webサイト	コンテンツ・サーバー上のWebサイトの名前。
	コンテンツID	コンテンツ・サーバー上のWebサイトのコンテンツID。
	ステータス	各サイトがサーバー・メモリーにロードされているかどうかが表示されます。










A.4 Webサイト・オブジェクト・レポート・ページ

Webサイト・オブジェクト・レポート・ページには、レポートのマークが付けられたすべてのWebサイト・オブジェクトのサイトの使用方法レポートが表示されます。ページ・テンプレート、コントリビュータ・データファイル、ページ・テンプレート・フラグメント、フラグメント・ライブラリ、Webサイト・アセット、Webサイト・プロジェクトなどの複数のオブジェクト・カテゴリに関する情報を確認できます。


図A-8 Webサイト・オブジェクト・レポート・ページ

[image: 図A-8の説明が続きます]






	要素	説明
	「オブジェクト」カテゴリ	「オブジェクト」カテゴリのいずれかをクリックすると、そのカテゴリ固有のレポートが表示されます。
	コンテンツID	コンテンツ・サーバー内のオブジェクトのコンテンツID。
	使用状況詳細	Webサイト・オブジェクトの具体的な情報およびその参照元。
	[image: info_icon_blue.gifについては前後の文で説明しています。]
	このアイコンをクリックすると、オブジェクトのコンテンツ情報ページが表示されます。










A.5 Webサイト・アドレス・ページ

Webサイト・アドレス・ページは、コンテンツ・サーバーで使用できるすべてのWebサイトのサイト・アドレスを管理するために使用します。定義されたサイト・アドレスの表示、アドレスの追加、既存のアドレスの削除を行うことができます。

サイトにアクセスする方法として、フォルダ・アドレスを使用する方法と、ドメイン・アドレスを使用する方法の2通りがあります。サイトを初めて設定する場合には、「http://MyComputer/MySite」(「MyComputer」はシステム名、「MySite」はサイトID)などのフォルダ・アドレスを使用できます。ただし、それ以降は、http://www.mycompany.com (mycompany.comはドメイン名)などのドメイン・アドレスを多くの場合に使用します。これは、ドメイン・アドレスの方が便利であり、サイトにアクセスする一般的な方法であるためです。

ドメイン・アドレスでは、ユーザー自身またはサイト管理者が他のDNS構成を実行する必要があります。

また、Designerの「サイト・アドレス」ダイアログ・ボックスを使用して、ドメイン・アドレスを構成することもできます。


図A-9 Webサイト・アドレスの管理ページ

[image: 図A-9の説明が続きます]






	要素	説明
	Webサイト・アドレス	指定のサイトに対して構成された既存のサイト・アドレスを表示します。
他のオプションについては、「アクション」列のメニュー・アイコンをクリックします。

	
デフォルト・アドレスとして選択: このアドレスをサイトのデフォルト・アドレスにします。


	
サイト・アドレスの削除: このアドレスをWebサイトから削除します。





	Webサイト・アドレスの追加	Webサイト: コンテンツ・サーバー上のWebサイトを選択するには、このメニューを使用します。
アドレス: 使用するドメイン名を入力します(サイトに複数のドメイン名を追加できます)。


	追加	サイトにドメイン名を追加します。










A.6 フラグメント・ライブラリの管理ページ

フラグメント・ライブラリの管理ページは、フラグメント・ライブラリをコンテンツ・サーバー上の必要な場所に配置するために使用します。ライブラリをWebサイトで使用できるようにするには、ライブラリが[CS-Dir]\weblayout\fragmentsディレクトリに存在している必要があります。デフォルトでは、Oracle Site Studioのインストール時にライブラリがこの場所に配置されます。ただし、フラグメント・ライブラリをOracle Content Serverに手動でチェックインした場合は、この場所に配置する必要があります。

フラグメント・ライブラリの管理ページは、JSP対応のWebサイトでJSPサポートを構成するためにも使用できます。Oracle Site Studioコンポーネントのインストール後に、Oracle Content ServerでJSP対応のグループのリストにグループを追加する場合は、JSPサポート・ファイルを再デプロイ(抽出)して、Oracle Site Studio JSPフラグメントが正しく動作できるようにする必要があります。


図A-10 フラグメント・ライブラリの管理ページ

[image: 図A-10の説明が続きます]






	要素	説明
	フラグメント・ライブラリ	コンテンツ・サーバーに現在チェックインされているフラグメント・ライブラリをすべて表示します。
	フラグメント・ライブラリの配置	クリックすると、選択されたフラグメント・ライブラリがコンテンツ・サーバー上の必要な場所([CS-Dir]\weblayout\fragments)にコピーされ、Oracle Site Studioで使用できます。このボタンが有効になる前に、リストからフラグメント・ライブラリを選択する必要があります。
代替の配置方法として、Designerで「フラグメント・ライブラリのアップロード」/「フラグメント・ライブラリのダウンロード」要素を使用することもできます。


	JSPサポートの構成	クリックすると、JSPフラグメントを正常に動作させるため、コンテンツ・サーバー上の必要な場所にJSPサポート・ファイルが再配置(抽出)されます。
	コントリビュータJavaScriptの圧縮	クリックすると、パブリッシュ済のWebサイトでコントリビュータJavaScriptが圧縮されます。これにより、Webサイトのページのパフォーマンスが向上します。










A.7 デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定ページ

デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定ページは、Oracle Site Studioプロジェクト・ファイルのデフォルトのメタデータ(つまり、コンテンツ情報)を定義するために使用します。

DesignerでWebサイトを作成すると、Oracle Site StudioによってXMLベースのプロジェクト・ファイルが生成され、特定のメタデータ値とともにコンテンツ・サーバーにチェックインされます。デフォルトのドキュメント情報では、自動的にデータを入力するフィールドを指定します。


図A-11 デフォルトのプロジェクト・ドキュメント情報の設定ページ

[image: 図A-11の説明が続きます]






	要素	説明
	メタデータ・フィールド	Oracle Site Studioプロジェクト・ファイルに割り当てることができるコンテンツ・サーバー内の使用可能なメタデータ値をすべて表示します。
該当するフィールドにデフォルト値の情報を入力します。赤いフィールド・ラベルのメタデータ・フィールドは入力必須です。デフォルト情報が不要なフィールド、またはデフォルト情報を指定できないフィールドは、空白のままにします。


	更新	Oracle Site Studioプロジェクト・ファイルに自動的に割り当てるメタデータを更新する場合にクリックします。
	リセット	ページを起動時の初期状態にリセットします。









A.8 デフォルトのWebアセット・ドキュメント情報の設定ページ

デフォルトのWebアセット・ドキュメント情報の設定ページは、テンプレート、イメージ、定義などの、Oracle Site Studio Webサイト・アセットのデフォルト・メタデータ(コンテンツ情報)を定義するために使用します。

これにより、Webアセットのチェックイン時に、Oracle Site Studioでデフォルト・メタデータを使用できるようになります。


図A-12 デフォルトのWebアセット・ドキュメント情報の設定ページ

[image: 図A-12の説明が続きます]






	要素	説明
	メタデータ・フィールド	Oracle Site Studio Webサイト・アセットに割り当てることができる、コンテンツ・サーバー内のすべての使用可能なメタデータ値が表示されます。
該当するフィールドにデフォルト値の情報を入力します。赤いフィールド・ラベルのメタデータ・フィールドは入力必須です。デフォルト情報が不要なフィールド、またはデフォルト情報を指定できないフィールドは、空白のままにします。


	更新	Oracle Site Studio Webサイト・アセットに自動的に割り当てられたメタデータを更新する場合にクリックします。
	リセット	ページを起動時の初期状態にリセットします。










A.9 サイト・レプリケーションの管理ページ

サイト・レプリケーションの管理ページは、コンテンツ・サーバー間でのWebサイトのレプリケーションを管理するために使用します。この処理中に、ソース・サーバーでエクスポート・アーカイブを、ターゲット・サーバーでインポート・アーカイブをそれぞれ作成する必要があります。

これらのステップを実行する前に、互いに通信するように各コンテンツ・サーバーを構成する必要があります。


図A-13 サイト・レプリケーションの管理ページ

[image: 図A-13の説明が続きます]






	要素	説明
	Oracle Site Studioアーカイブ	現在コンテンツ・サーバーにチェックインしているすべてのエクスポート・アーカイブおよびインポート・アーカイブを表示します。
	エクスポート・アーカイブの追加	クリックすると、エクスポート・アーカイブの追加ページ(「エクスポート・アーカイブの追加ページ」を参照)が開き、(ソース・サーバーで)エクスポート・アーカイブを作成できます。
	インポート・アーカイブの追加	クリックすると、インポート・アーカイブの追加ページ(「インポート・アーカイブの追加ページ」を参照)が開き、(ターゲット・サーバーで)インポート・アーカイブを作成できます。
	設定の変更	クリックすると、エクスポート・アーカイブの編集ページ(「エクスポート・アーカイブの編集ページ」を参照)またはインポート・アーカイブの編集ページ(「インポート・アーカイブの編集ページ」を参照)が開き、既存のアーカイブのプロパティを編集できます。
	削除	クリックすると、選択したアーカイブが削除されます。
	エクスポート	クリックすると、選択したアーカイブがターゲット・サーバーにエクスポートされ、レプリケーション処理が開始されます。
アーカイブをエクスポートすると、レプリケーション処理は自動的に行われます。ターゲット・コンテンツ・サーバーでアーカイブをインポートする必要も、手動でアーカイブを転送する必要もありません。


	アーカイバ・ステータスの表示	クリックすると、(ターゲット・サーバーにレプリケートする)既存のアーカイブの進行状況が表示されます。
	アーカイバ	このアイコンをクリックすると、コンテンツ・サーバーでアーカイバ・ユーティリティが起動されます。
アーカイバおよびアーカイブ処理の詳細は、コンテンツ・サーバーのマニュアルを参照してください。


	アーカイバ・ログ	このアイコンまたはリンクをクリックすると、レビューできるアーカイブ・ログのリストが表示されます。
アーカイバ・ログおよびログ・ファイル全般の詳細は、コンテンツ・サーバーのマニュアルを参照してください。












A.10 エクスポート・アーカイブの追加ページ

エクスポート・アーカイブの追加ページは、エクスポート・アーカイブ・ファイルを作成するために使用します。このファイルは、コンテンツ・サーバー間でWebサイトをレプリケートするプロセスに使用されます。エクスポート・アーカイブはソース・サーバーに配置され、そこでWebサイトから情報を収集します。レプリケーション時に、エクスポート・アーカイブはターゲット・サーバー上のインポート・アーカイブにコピーされます。

ソース・サーバーでエクスポート・アーカイブを作成する前に、ターゲット・サーバーでインポート・アーカイブを作成する必要があります。


図A-14 エクスポート・アーカイブの追加ページ

[image: 図A-14の説明が続きます]






	要素	説明
	アーカイブ・タイプ	これがエクスポート・アーカイブであるか、それともインポート・アーカイブであるかを指定します(このオプションは自動的にマークされます)。
	アーカイブ名	アーカイブの名前。名前は、サイト・レプリケーションの管理ページ(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)の使用可能なアーカイブのリストに表示されます。
アーカイブ名には、空白または特殊文字を含めることはできません。


	アーカイブの説明	アーカイブの説明。
	Webサイト	エクスポート・アーカイブの作成元であり、レプリケートの対象となるWebサイトを特定します。メニューからWebサイトを選択します。
プロジェクト・ファイルをエクスポート・アーカイブに含める: プロジェクト・ファイルをアーカイブに含める場合、つまりサイト全体をレプリケートする場合は、このチェック・ボックスを選択します。特定のセクションのみをレプリケートする場合は、このチェック・ボックスの選択を解除します。


	転送先コレクション	このエクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバーにあるインポート・アーカイブのコレクションを特定します。
コレクションを開く: クリックすると参照ダイアログ・ボックスが開き、ターゲット・サーバー上のコレクションを選択できます。


	転送先アーカイブ	このエクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバーにあるインポート・アーカイブを特定します。
新規および既存のコンテンツの自動エクスポート: ソース・サーバーで変更を加えたコンテンツが自動的にターゲット・サーバーにレプリケートされるようにする場合は、このチェック・ボックスを選択します。このオプションを有効にしない場合は、手動でレプリケーションをトリガーする必要があります。


	アーカイブの追加	エクスポート・アーカイブを追加し、サイト・レプリケーションの管理ページ(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)に戻ります。
	取消	設定を取り消し、サイト・レプリケーションの管理ページ(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)に戻ります。










A.11 エクスポート・アーカイブの編集ページ

エクスポート・アーカイブの編集ページは、既存のエクスポート・アーカイブ・ファイルのプロパティを編集するために使用します。このファイルは、コンテンツ・サーバー間でWebサイトを複製するプロセスに使用されます。エクスポート・アーカイブはソース・サーバーに配置され、そこでWebサイトから情報を収集します。レプリケーション時に、エクスポート・アーカイブはターゲット・サーバー上のインポート・アーカイブにコピーされます。


図A-15 エクスポート・アーカイブの編集ページ

[image: 図A-15の説明が続きます]






	要素	説明
	アーカイブ・タイプ	これがエクスポート・アーカイブであるか、それともインポート・アーカイブであるかを指定します(このオプションは自動的にマークされます)。
	アーカイブ名	アーカイブの名前。名前は、サイト・レプリケーションの管理ページ(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)の使用可能なアーカイブのリストに表示されます。
アーカイブ名には、空白または特殊文字を含めることはできません。


	アーカイブの説明	アーカイブの説明。
	Webサイト	エクスポート・アーカイブの作成元であり、レプリケートの対象となるWebサイトを特定します。
	転送先コレクション	このエクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバーにあるインポート・アーカイブのコレクションを特定します。
コレクションを開く: クリックすると参照ダイアログ・ボックスが開き、ターゲット・サーバー上のコレクションを選択できます。


	転送先アーカイブ	このエクスポート・アーカイブのコピー先のターゲット・サーバーにあるインポート・アーカイブを特定します。
新規および既存のコンテンツの自動エクスポート: ソース・サーバーで変更を加えたコンテンツが自動的にターゲット・サーバーにレプリケートされるようにする場合は、このチェック・ボックスを選択します。このオプションを有効にしない場合は、手動でレプリケーションをトリガーする必要があります。


	更新	クリックすると、エクスポート・アーカイブが更新され、サイト・レプリケーションの管理ページに戻ります(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。
	取消	クリックすると、設定が取り消され、サイト・レプリケーションの管理ページに戻ります(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。










A.12 インポート・アーカイブの追加ページ

インポート・アーカイブの追加ページは、異なるコンテンツ・サーバー間でWebサイトをレプリケートするプロセスで使用されるエクスポート・アーカイブ・ファイルを作成するために使用します。インポート・アーカイブは、ターゲット・サーバー上に存在します。レプリケーションの間、エクスポート・アーカイブからのコンテンツがインポート・アーカイブにコピーされます。その後、インポート・アーカイブによってコンテンツがターゲット・コンテンツ・サーバーにコピーされます。


図A-16 インポート・アーカイブの追加ページ

[image: 図A-16の説明が続きます]






	要素	説明
	アーカイブ・タイプ	これがインポート・アーカイブかエクスポート・アーカイブかを指定します(このオプションは自動的にマークされます)。
	アーカイブ名	アーカイブの名前。名前は、サイト・レプリケーションの管理ページ(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)の使用可能なアーカイブのリストに表示されます。
アーカイブ名には、空白または特殊文字を含めることはできません。


	アーカイブの説明	アーカイブの説明。
	インポート中は、ターゲット・サーバーで切り替えられたリージョン・コンテンツを維持します	コントリビュータがターゲットWebサイト上の各リージョンに割り当てたコンテンツを維持する場合は、このチェック・ボックスを選択します。これらの領域は、リージョンに最初から割り当てられているコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントをコントリビュータが切り替えた場所です。
開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、切り替えられたリージョン・コンテンツを維持することを選択します。このようなシナリオでは、コントリビュータが加えた変更を保持する必要があるためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)からコンサンプション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、このオプションを無効にします。このようなシナリオでは、コンサンプション・サーバーで変更された内容はすべて上書きする必要があるためです。


	インポート中は、ターゲット・サーバーのリージョン・コンテンツを維持します	コントリビュータがターゲットWebサイト上の各リージョンで編集したコンテンツを維持する場合は、このチェック・ボックスを選択します。
この場合、コントリビュータ・データファイルおよびネイティブ・ドキュメントがソース・サーバーからターゲット・サーバーにコピーされることがないため、コントリビュータが編集したファイルが上書きされる危険がありません。

開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、リージョン・コンテンツを維持することを選択します。このようなシナリオでは、コントリビュータが加えた変更を保持する必要があるためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)からコンサンプション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、このオプションを無効にします。このようなシナリオでは、コンサンプション・サーバーで変更された内容はすべて上書きする必要があるためです。


	アーカイブの追加	クリックすると、インポート・アーカイブが追加され、サイト・レプリケーションの管理ページに戻ります(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。
	取消	クリックすると、設定が取り消され、サイト・レプリケーションの管理ページに戻ります(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。










A.13 インポート・アーカイブの編集ページ

インポート・アーカイブの編集ページは、異なるコンテンツ・サーバー間でWebサイトをレプリケートするプロセスで使用される既存のインポート・アーカイブ・ファイルのプロパティを編集するために使用します。インポート・アーカイブは、ターゲット・サーバー上に存在します。レプリケーションの間、エクスポート・アーカイブからのコンテンツがインポート・アーカイブにコピーされます。その後、インポート・アーカイブによってコンテンツがターゲット・コンテンツ・サーバーにコピーされます。


図A-17 インポート・アーカイブの編集ページ

[image: 図A-17の説明が続きます]






	要素	説明
	アーカイブ・タイプ	これがインポート・アーカイブかエクスポート・アーカイブかを指定します(このオプションは自動的にマークされます)。
	アーカイブ名	アーカイブの名前。名前は、サイト・レプリケーションの管理ページ(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)の使用可能なアーカイブのリストに表示されます。
アーカイブ名には、空白または特殊文字を含めることはできません。


	アーカイブの説明	アーカイブの説明。
	インポート中は、ターゲット・サーバーで切り替えられたリージョン・コンテンツを維持します	コントリビュータがターゲットWebサイト上の各リージョンに割り当てたコンテンツを維持する場合は、このチェック・ボックスを選択します。これらの領域は、リージョンに最初から割り当てられているコントリビュータ・データファイルまたはネイティブ・ドキュメントをコントリビュータが切り替えた場所です。
開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、切り替えられたリージョン・コンテンツを維持することを選択します。このようなシナリオでは、コントリビュータが加えた変更を保持する必要があるためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)からコンサンプション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、このオプションを無効にします。このようなシナリオでは、コンサンプション・サーバーで変更された内容はすべて上書きする必要があるためです。


	インポート中は、ターゲット・サーバーのリージョン・コンテンツを維持します	コントリビュータがターゲットWebサイト上の各リージョンで編集したコンテンツを維持する場合は、このチェック・ボックスを選択します。
この場合、コントリビュータ・データファイルおよびネイティブ・ドキュメントがソース・サーバーからターゲット・サーバーにコピーされることがないため、コントリビュータが編集したファイルが上書きされる危険がありません。

開発サーバー(ソース)からコントリビューション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、リージョン・コンテンツを維持することを選択します。このようなシナリオでは、コントリビュータが加えた変更を保持する必要があるためです。

コントリビューション・サーバー(ソース)からコンサンプション・サーバー(ターゲット)にレプリケートする場合などは通常、このオプションを無効にします。このようなシナリオでは、コンサンプション・サーバーで変更された内容はすべて上書きする必要があるためです。


	更新	クリックすると、インポート・アーカイブが更新され、サイト・レプリケーションの管理ページに戻ります(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。
	取消	クリックすると、設定が取り消され、サイト・レプリケーションの管理ページに戻ります(「サイト・レプリケーションの管理ページ」を参照)。










A.14 一般コンポーネント情報ページ

一般コンポーネント情報ページは、インストールされたOracle Site Studioコンポーネント、Oracle Site Studio固有のメタデータ、ディレクトリ・パス、バージョンなどに関する情報を表示するために使用します。


図A-18 一般コンポーネント情報ページ

[image: 図A-18の説明が続きます]






	要素	説明
	製品バージョン	Oracle Site Studioコンポーネントのバージョンを表示します。
	コンポーネント・ビルド・バージョン	Oracle Site Studioコンポーネント・バージョンの特定のビルドを表示します。
	コントリビューションの無効化	コントリビューションが無効であるかどうかを示します(「True」または「False」)。
	Webサイト・オブジェクト・タイプ・フィールド	Webサイトのオブジェクト・タイプに使用されるメタデータ・フィールドを表示します。
	WebサイトIDフィールド	WebサイトのIDに使用されるメタデータ・フィールドを表示します。
	Webサイト・フィールド	Webサイト名に使用されるメタデータ・フィールドを表示します。
	Webサイト・セクション・フィールド	Webサイトのセクション名に使用されるメタデータ・フィールドを表示します。
	Webサイト・フィールドのリストに表示しない	Webサイトのリストに表示しないメタデータ・フィールドを表示します。
	リージョン定義フィールド	リージョン定義名に使用されるメタデータ・フィールドを表示します。
	相対Webサイト・ルート	Webサイトのパスを表示します。
	相対フラグメント・ルート	フラグメントのパスを表示します。
	一意のセクション・カウンタ値	サイト階層で新しく作成されたIDを表示します(設計者がセクションIDを手動で入力していない場合)。
	インストール番号	Oracle Site Studioコンポーネントの現在のインストール番号を表示します。
	(リセット)	現在のインストール番号を0にリセットする場合にクリックします。
	コントリビュータ・ディレクトリ	すべての圧縮されたデータが配置されている場所を含む、Contributorソースの場所です。
	コントリビュータ・コンソールの有効化	コントリビュータ・コンソールが有効で使用可能であるか、または無効で使用不可であるかが表示されます。
コントリビュータ・コンソールの詳細は、Oracle Site Studioテクニカル・リファレンスを参照してください。


	(有効化)/(無効化)	コントリビュータ・コンソールを有効化または無効化する場合にクリックします。コンソールの現在の状態に応じて、いずれか一方のオプションのみが表示されます。










A.15 バックアップとリストア・ページ

バックアップとリストア・ページは、サイトのバックアップの作成、セキュリティで保護された場所またはポータブル・デバイスへのバックアップ・ファイルのダウンロード、およびバックアップからのリストアを行うために使用します。バックアップ機能では、Oracle Site Studioとコンテンツ・サーバーに組み込まれた既存のアーカイブと複製のフレームワークを使用します。


図A-19 バックアップとリストア・ページ

[image: 図A-19の説明が続きます]






	要素	説明
	Webサイト	コンテンツ・サーバーで現在使用可能な既存のWebサイトがすべて表示されます。
	Webサイト・バックアップの作成	選択したWebサイトのバックアップを作成する場合にクリックします。バックアップの進行状況とステータス情報やエラー・メッセージを示すページが表示されます。
	アーカイブの管理	アーカイブの管理ページ(「アーカイブの管理ページ」を参照)を開く場合にクリックします。このページでは、既存のバックアップや定義のバンドルを表示したり、それらに対して様々なアクションを実行できます。
	参照	コンテンツ・サーバーにアップロードする既存のサイト・バックアップ・ファイルまたはダウンロード・バンドルを選択する場合にクリックします。
	アーカイブのアップロード	Webサイトのバックアップまたは定義のバンドルをファイル・システムからコンテンツ・サーバーにアップロードします。バックアップの進行状況とステータス情報やエラー・メッセージを示すページが表示されます。










A.16 アーカイブの管理ページ

アーカイブの管理ページは、管理者を介してアップロードされた既存のWebサイト・バックアップおよび定義のバンドルを管理するために使用します。既存のバックアップやバンドルの表示、バックアップのダウンロード、バックアップからのリストア、バックアップの削除、および定義のバンドルの展開を行うことができます。


図A-20 Webサイトのバックアップ・アーカイブ・ページ

[image: 図A-20の説明が続きます]






	要素	説明
	アーカイブ・タイプ	アーカイブがWebサイト・バックアップであるか、定義のバンドルであるかを表示します。
	アーカイブ名	バックアップで使用されたアーカイブの名前を表示します。
	WebサイトID	バックアップされたWebサイトの名前を表示します。
	バックアップ・エクスポート日付	バックアップの作成日時またはバンドルのアップロード日時を表示します。
	[image: 「アクション」アイコン]
	このアイコンをクリックすると、アクション・メニューが開きます。アクション・メニューは、Webサイト・バックアップ用であるか、定義のバンドル用であるかによって内容が異なります。
Webサイト・バックアップ用の場合

	
バックアップ・アーカイブをZIPとしてダウンロード: バックアップのZIPファイルを作成し、それをコンピュータにダウンロードします。


	
バックアップ・アーカイブの削除: コンテンツ・サーバーからバックアップを削除します。


	
バックアップ・アーカイブ・コンテンツのリストア: バックアップからコンテンツ・サーバーにWebサイトをリストアします。


	
サーバー構成詳細の表示: サーバー構成詳細ページを表示します(「サーバー構成詳細ページ」を参照)。このページでは、特定のサイトのコンテンツ・サーバー環境を表示できます。




定義のバンドル用の場合

	
定義のバンドルのアーカイブをZIPでダウンロード: バックアップのZIPファイルを作成して、コンピュータにダウンロードします。


	
定義のバンドルのアーカイブの削除: コンテンツ・サーバーからバックアップを削除します。


	
定義のバンドルのアーカイブ・コンテンツのリストア: バックアップからコンテンツ・サーバーにWebサイトをリストアします。





	[image: 情報アイコン]
	このアイコンをクリックすると、バックアップ・アーカイブ情報ページ(「バックアップ・アーカイブ情報ページ」を参照)が開きます。このページには、アーカイブ名、説明、Webサイト、作成日などを含む、Webサイト・バックアップまたはダウンロード・バンドルの詳細が表示されます






このページですべてのカテゴリが表示されるよう列のサイズを変更するには、二重矢印に変わるようにマウスを境界線に置き、マウスをドラッグして列のサイズを変更します。






A.17 バックアップ・アーカイブ情報ページ

アーカイブ情報ページには、アーカイブ名、説明、Webサイト、作成日など、バックアップまたは定義のバンドルの詳細が表示されます。


図A-21 バックアップ・アーカイブ情報ページ

[image: 図A-21の説明が続きます]






	要素	説明
	アクション(メニュー)	Webサイト・バックアップ用の場合
	
サーバー構成詳細の表示: サーバー構成詳細ページを表示します(「サーバー構成詳細ページ」を参照)。このページでは、特定のサイトのコンテンツ・サーバー環境を表示できます。


	
バックアップ・アーカイブをZIPとしてダウンロード: バックアップのzipファイルを作成し、ファイル・システムにダウンロードします。


	
バックアップ・アーカイブ・コンテンツのリストア: Webサイトをバックアップからコンテンツ・サーバーに復元します。


	
バックアップ・アーカイブの削除: コンテンツ・サーバーからバックアップを削除します。




定義のバンドル用の場合

	
定義のバンドルのアーカイブをZIPでダウンロード: 定義のバンドルのzipファイルを作成し、コンピュータにダウンロードします。


	
定義のバンドルのアーカイブ・コンテンツのリストア: 定義のバンドルからコンテンツ・サーバーにサイト・アセットをリストアします。


	
定義のバンドルのアーカイブの削除: コンテンツ・サーバーから定義のバンドルを削除します。





	バックアップ情報フィールド	これらのフィールドには、アーカイブ名、アーカイブの説明、Webサイト、作成日など、サイト・バックアップまたは定義のバンドルの詳細が表示されます。
	バッチ・ファイル	バックアップで使用されているバッチ・ファイルの詳細が表示されます。
	インスタンス名	バッチ・ファイルが作成されたサーバーの名前。
	数値	初回アップロード時にバックアップ/定義のバンドルに含まれていたファイルの数。
	状態	バッチ・ファイルの現在の状態。






このページですべてのカテゴリが表示されるよう列のサイズを変更するには、二重矢印に変わるようにマウスを境界線に置き、マウスをドラッグして列のサイズを変更します。






A.18 サーバー構成詳細ページ

サーバー構成詳細ページには、バックアップしたWebサイトがバックアップ時に存在していたコンテンツ・サーバーの詳しい構成情報が表示されます。この情報には、カスタム・メタデータ・フィールド、コンテンツ・タイプ、セキュリティ・グループ、構成設定および環境設定、インストール済コンポーネント、定義済プロバイダなどが含まれます。この情報は、特定のサイトをリストアする前にそのコンテンツ・サーバー環境を把握する必要がある場合に便利です。


図A-22 サーバー構成詳細ページ

[image: 図A-22の説明が続きます]






	要素	説明
	DocMetaDefinition	コンテンツ・サーバーで使用されたドキュメント・タイプを表示します。
	OptionsList	コンテンツ・サーバーで使用されたオプション・リストを表示します。
	QdocTypes	コンテンツ・サーバーで使用されたデフォルトのコンテンツ・タイプを表示します。
	Qroles	コンテンツ・サーバーで使用されたユーザーを表示します。
	QsecurityGroups	コンテンツ・サーバーで使用されたセキュリティ・グループを表示します。
	DocFormats	コンテンツ・サーバーで使用されたコンテンツ・フォーマットを表示します。
	ConfigCfg	コンテンツ・サーバーで使用された構成設定を表示します。
	GeneralConfig	コンテンツ・サーバーで使用された一般構成設定を表示します。
	ServerEnvironment	コンテンツ・サーバーのサーバー環境を表示します。
	ComponentConfiguration	コンテンツ・サーバーで使用されたインストール済コンポーネントを設定とともに表示します。
	プロバイダ	コンテンツ・サーバーで使用されたプロバイダを表示します。






特定のカテゴリを展開して別のページで表示するには、そのカテゴリのヘッダーをクリックします。

このページですべてのカテゴリが表示されるよう列のサイズを変更するには、二重矢印に変わるようにマウスを境界線に置き、マウスをドラッグして列のサイズを変更します。






A.19 外部アプリケーションの管理ページ

外部アプリケーションの管理ページには、外部Oracle Site Studioアプリケーションの詳細キャッシュ情報が表示されます。このキャッシュ情報は、外部Oracle Site Studioアプリケーションでキャッシュをクリアし、必要に応じて新たなコンテンツを要求できるように、外部Site Studioアプリケーションに返送されます。


図A-23 外部アプリケーションの管理ページ

[image: 図A-23の説明が続きます]






	要素	説明
	ディレクトリ・キャッシュ・リスト(タイトルなし)	Oracle Content ServerのWebレイアウト領域のディレクトリ・キャッシュが表示されます。
	ディレクトリ・キャッシュのクリア	選択したキャッシュをクリアしてリフレッシュする場合にクリックします。
	変換キャッシュ・リスト(タイトルなし)	キャッシュ内の変換が表示されます。
	変換キャッシュのクリア	選択した変換キャッシュをクリアしてリフレッシュする場合にクリックします。
	キャッシュ全体のクリア	すべての外部Oracle Site Studioアプリケーションのキャッシュをクリアする場合にクリックします。
	トークン	外部Oracle Site Studioアプリケーションがキャッシュ情報を要求する対象となる番号が表示されます。
	キャッシュ・タイプ	キャッシュのコンテンツ・タイプが表示されます。
	
G - 一般的なコンテンツ。weblayout/groupsフォルダにあるアイテムです。


	
R - リソース・コンテンツ。weblayout/resourcesフォルダにあるアイテムです。


	
D - 動的変換。実行された動的変換です。





	キャッシュID	キャッシュのIDが表示されます。
	メッセージ	Oracle Content Serverの索引作成サイクルからのデバッグ・メッセージが表示されます。
	クライアントID	アプリケーション・サーバー用のIDが表示されます。
	アクセス回数	クライアントIDがキャッシュをポーリングした回数が表示されます。
	最終アクセス時間	ディレクトリ・キャッシュ・リストに最後にアクセスした日時をクライアントID別に表示します。
	リクエスト・トークン	アプリケーション・サーバーからリクエストとして送信されたトークンが表示されます。
	送信トークン	応答としてクライアントIDに送信されたトークンが表示されます。
	メッセージ	Oracle Content Serverのデバッグ・メッセージが表示されます。
















B その他の管理タスクおよび考慮事項

ここでは、その他の管理タスクと考慮事項について説明します。

	
「コントリビュータのデフォルト・キーストローク組合せの変更」


	
「消費サーバーへのアクセスのブロック」


	
「デフォルト・コントリビュータ・エディタの変更」


	
「カスタム要素の更新」


	
「証明書検証アプレットの使用」


	
「シングル・サインオン(SSO)環境の構成」


	
「10gR4よりも前のOracle Site Studioプロジェクトの使用」






B.1 コントリビュータのデフォルト・キーストローク組合せの変更

Webページでコントリビューション・モードに切り替えるためのデフォルトのキーストローク組合せは、[Ctrl] + [Shift] + [F5]ですが、これは変更できます。このためには、Oracle Site Studioがインストールされているコンテンツ・サーバーのカスタム・ディレクトリにアクセスする必要があります。この値を変更する場合は、サイトの設計者とコントリビュータに知らせる必要があります。

デフォルトのキーストロークの組合せを変更するには、次のタスクを実行します。

	
次のディレクトリに移動します(ここで、[CS-Dir]はコンテンツ・サーバーのインストール場所です)。

[CS-Dir]\custom\SiteStudio\publish\resources\wcm\sitestudio\


	
テキスト・エディタでwcm.toggle.jsを開きます。


	
関数OnKeyDownを見つけます。


	
別のキーストロークの組合せを使用するよう、この関数の実装を変更します。これによってWCM.CONTRIBUTOR.Toggleがコールされます。

この関数では仮想キー・コードを使用して、ユーザーによって入力されたキーの組合せを決定します。デフォルト値は、[Ctrl]+[Shift]+[F5]です。F5キーの仮想キーコードは116(16進で0x74)です。よく使用されるその他のファンクション・キーのコードはF1からF12までで、それぞれ112 (0x70)から123 (0x7B)までです。


	
wcm.toggle.jsを保存して閉じます。







	
注意:

次回Oracle Site Studioをアップグレードする際、またはパッチを適用する際、この手順を再度実行してキーストロークの組合せを保持する必要がある場合があります。










	
注意:

仮想キー・コードはオペレーティング・システム間で異なる場合があるため、コントリビュータが異なるオペレーティング・システムを使用する可能性のあるインスタンスでは、キーストロークの決定に使用されるキー・コードには特に注意が必要です。












B.2 消費サーバーへのアクセスのブロック

コントリビュータがWebサイトのコンテンツにアクセスするには、キーストローク組合せを使用してコントリビューション・モードに切り替え、コントリビューション・アイコンをクリックしてContributorアプリケーションを起動します。

Webサイトの構築に使用されるサーバーではこのようなアクセスが必要ですが、消費サーバー(ライブWebサイトの実行に使用されるサーバー)では望ましくありません。消費サーバーへのコントリビュータのアクセスをブロックするため、config.cfgで次のサーバー構成変数を作成します。


DisableSiteStudioContribution=true


この変数が存在しない場合、またはfalseに設定されている場合は、コントリビュータのアクセスが許可されます。

必ずコンテンツ・サーバーを再起動してください。






B.3 デフォルト・コントリビュータ・エディタの変更

Contributorアプリケーションで使用されるデフォルト・エディタはFCKeditorですが、Ephoxに変更できます。どちらのエディタもOracle Site Studioのコントリビューション編集環境用に最適化されています。

コントリビューション・エディタとしてEphoxを使用する場合は、次のサーバー構成変数をconfig.cfgに含めます。


SSDefaultEditor=ephox


デフォルト・エディタをFCKeditorに戻す場合は、この変数を削除するか、次のように変更します。


SSDefaultEditor=fck


必ずコンテンツ・サーバーを再起動してください。






B.4 カスタム要素の更新

10gR3 (10.1.3.3.3)よりも前のOracle Site Studioリリースを使用して作成されたカスタム要素フォームは、Oracle Site Studio 11gR1と互換性がありません。手動でアップグレードし、再作成する必要があります。下位互換性が維持されていない主な理由は、以前のOracle Site StudioがInternet Explorerの独自仕様のwindow.external機能に依存していた(Contributorアプリケーションに使用されているActiveXコントロールによる)ためです。Oracle Site Studio 10gR3 (10.1.3.3.3)以上では、ブラウザに依存しないJavaScriptベースのContributorアプリケーションが使用されるようになり、この機能はOracle Site Studioから削除されました。詳細は、Oracle Site Studioのテクニカル・リファレンスを参照してください。






B.5 証明書検証アプレットの使用

Oracle Site Studioがコントリビュータ・エディタとしてEphoxを使用するように設定した場合、Contributorアプリケーションは、1つ以上の署名付きプラグインがパッケージされた署名付きJavaアプレットを使用します。これらのアプレットがいずれかのシステムに最初にロードされるとき、ユーザーはセキュリティ証明書を受け入れることを求められます。複数の署名付きアプレットを同時にロードしようとすると、一部のJava仮想マシン(JVM)で問題が発生し、ブラウザがハングすることがあります。クライアント・コンピュータでこの問題が発生した場合、解決方法は2つあります。1つは、IT部門によってセキュリティ証明書をクライアント・コンピュータに送出する方法です。もう1つは、手動で一度に1つずつ証明書を受け入れる方法です。Oracle Site Studioによってコンテンツ・サーバーにOracle Site Studio証明書検証ページが表示され、ユーザーはここで証明書を受け入れることができます。このページはユーザー・プロファイル・ページ(「プロファイル」の下)からアクセスできます。

Oracle Site Studio Contributorのためにカスタム・プラグインを構築できるため、このページは、カスタム署名付きプラグインについても同じ方法で証明書を受け入れられるように拡張できます。このコンテキストでは次のサーバー構成変数が使用されます。

	
SSExtraCertificateClasses


	
SSExtraCertificateLabels


	
SSExtraCertificateJars


	
SSHttpLayerManager





SSExtraCertificateClasses

このエントリは、証明書検証アプレットによってロードされるクラス・リストに顧客固有のエントリを追加します。値は、証明書検証プロセスでロードされるクラスをスペースで区切ったリストです。次に例を示します。


SSExtraCertificateClasses=com.xalco.XalcoEphoxPlugin com.zeng.TextGenerator


注意:

	
リストの各クラスには、SSExtraCertificateLabelsエントリを使用して、対応するラベルを設定する必要があります。


	
これは、SSExtraCertificateLabelsエントリおよびSSExtraCertificateJarsエントリと一緒に使用する必要があります。





SSExtraCertificateLabels

このエントリは、証明書検証アプレットによってチェックされる証明書リストに顧客固有のラベルを追加します。値は、証明書検証プロセスで表示される証明書の説明をカレットで区切ったリストです。次に例を示します。


SSExtraCertificateLabels=Xalco Certificate^Ravenna Certificate


注意:

	
リストの各ラベルには、SSExtraCertificateClassesエントリを使用して、対応するクラスを設定する必要があります。


	
これは、SSExtraCertificateClassesエントリおよびSSExtraCertificateJarsエントリと一緒に使用する必要があります。





SSExtraCertificateJars

このエントリは、証明書検証アプレットによって使用されるクラスパスに顧客固有のエントリを追加します。JVMはこれを使用して、SSExtraCertificateClassesエントリにリストされたクラスを見つけることができます。値は、証明書検証プロセスで表示される証明書の説明をカンマで区切ったリストです。次に例を示します。


SSExtraCertificateJars=<$HttpWebRoot$>resources/xalco/XalcoEphoxPlugin.jar,
<$HttpWebRoot$>groups/public/documents/adacct/HelloWorldPlugin.jar


注意:

	
エントリに埋め込まれたIdocスクリプト・タグは検証されます。


	
これは、SSExtraCertificateClassesエントリおよびSSExtraCertificateLabelsエントリと一緒に使用する必要があります。





SSHttpLayerManager

このエントリは、Ephoxエディタ内でのSunまたはデフォルトHttpLayerマネージャの使用を許可します。SSL環境で実行するときは、Sunレイヤーに変更すると結果が向上することがあります。可能な値は次のとおりです。

	
SSHttpLayerManager=default: Ephox内部のデフォルトHttpLayerマネージャを使用します。


	
SSHttpLayerManager=sun: Sun HttpLayerマネージャを使用します。




これはEphoxのsetHttpLayerManager構成エントリに対応します。詳細は、http://www.ephox.com/developers/editliveforjava/v50/html/prop_httpmanagerlayer.htmlを参照してください。






B.6 シングル・サインオン(SSO)環境の構成

Oracle Site Studio 11gR1は、フォームベース認証およびシングル・サインオン(SSO)環境で使用できます。次のHTMLコメントを、ユーザーに資格証明を求めるログイン・ページに追加する必要があります。


<!--IdcClientLoginForm=1-->


このトークンは、スペースや大文字/小文字も変更せずにそのまま使用する必要があります。ログイン・フォームにこのHTMLコメントが含まれない場合、Oracle Site Studio Designerは、フォームベース・ログインによって保護されるWebサイトに正常に接続できないことに注意してください。このとき、Oracle Site Studio Designerによって「200 OK」というメッセージが表示されますが、接続は失敗します。

フォームのHEADセクションには、多数のコード(多数のMETAタグやJavaScriptコードなど)が含まれている場合があります。送信されるページは、レスポンスの最初の5,000文字にHTMLコメント(またはトークン)を含む必要があります。そうでない場合、サーバー接続が失敗することがあります。クライアント・コンピュータ上のソフトウェアは、プロンプト・コードがあればこれを使用して、レスポンスで<!--IdcClientLoginForm=1-->トークン(厳密な文字列検索を使用して)とルートを探します。これはHTMLコメントとしてエンコードされ、通常のブラウザでは、ログインを試みる際にこのトークンを表示することはありません。Idoc Scriptの場合、提供されるページからパーサーによってコードのそのビットが削除され、クライアント側ブラウザではそのページには表示されません。

また、フォームベースのログイン・ソリューションが、Oracle Content ServerのExtranetLookコンポーネントの場合と同様に、リダイレクトを使用せずにログイン・フォームをクライアントに提供する場合は、次のサーバー構成変数をconfig.cfgファイルに追加する必要があります。


SSEnableExtranetLookCompatibility=1


config.cfgファイルを変更した後でコンテンツ・サーバーを再起動することを忘れないでください。この構成変数を追加しないと、Webサイトをコントリビューション・モードに切り替えた後で、パスベースのURLではなくCGIベースのURLがブラウザに表示されます。






B.7 10gR4よりも前のOracle Site Studioプロジェクトの使用

Oracle Site Studio 11gR1は以前のリリースと下位互換性があります。つまり、Oracle Site Studio Designer 11gR1を使用して、以前のOracle Site Studioリリースで作成されたプロジェクトを操作できます。アップグレードする必要はありません。ただし、これらのプロジェクトは引続きレガシー・モードで動作することに注意してください。つまり、10gR4よりも前のアーキテクチャを使用し、Oracle Site Studio 11gR1で導入された新しいアーキテクチャと機能は利用しません。

リリース7.5よりも前のDesignerで作成されたOracle Site Studioプロジェクトを使用する場合は、まずプロジェクトをアップグレードする必要があります。このようなプロジェクトは、アップグレード後はレガシー・プロジェクトとして動作することに注意してください。

10gR4よりも前のプロジェクトのアップグレードの詳細は、Oracle Site Studioテクニカル・リファレンスを参照してください。
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このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

制限付権利について

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

アルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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